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市公式 SNS市公式動画チャンネル

児童センターもちつき会
　12月９日㈰、児童センターで、も
ちつき会が行われました。
　家庭で使う機会の少なくなってい
る、杵

きね

と臼
うす

でのもちつきを子どもた
ちに体験してもらうために企画され
た、12月の恒例行事です。
　蒸

ふ

かしたもち米がどのようなもの
か見たり、親子で力を合わせてもち
をついたりした後、つきたてのおい
しいもちを味わっていました。

主 な 内 容

広報

『広報くき』『広報くきお知らせ版』は、市内各公共施設などに置いています。
また、市ホームページ（http://www.city.kuki.lg.jp/）やマチイロ（スマートフォン
アプリ）からも、ご覧になれます。

◦年頭のごあいさつ
◦運行内容を一部見直し、
　　デマンドタクシー実証実験を継続します
◦市民税・県民税、所得税の申告はお早めに！
◦おいしいイチゴはいかがですか
◦本多静六記念館リニューアル

………………………………………… 2

…………… 3
……… 4～5

………………………… 6
……………………… 裏表紙
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か

し
い
新
年
を
迎
え
、
健
や
か
に
お
過
ご
し
の

こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
よ
り
市
議
会
に
対
し
、
温
か

い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
こ
と
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
市
議
会
を
代
表
し
て
、

謹
ん
で
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
ス
ポ
ー
ツ
界

で
は
、
大お

お
た
に
し
ょ
う
へ
い

谷
翔
平
選
手
や
大お

お
さ
か坂
な
お
み
選
手

な
ど
、
世
界
を
舞
台
に
活
躍
す
る
日
本
人
選

手
に
歓
喜
し
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を

本ほ
ん
じ
ょ
た
す
く

庶
佑
氏
が
受
賞
す
る
な
ど
、
私
た
ち
に
夢

と
希
望
を
与
え
て
く
れ
る
出
来
事
が
数
多
く

あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
国
内
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
経
済

状
況
は
、
緩
や
か
な
が
ら
着
実
な
成
長
を
続

け
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
10
月
に
は
消
費
税

率
の
引
上
げ
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
景
気
や

市
民
生
活
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
若
者
の
定
住
促

進
や
教
育
環
境
の
整
備
、
ま
た
、
駅
前
周
辺

の
市
街
地
整
備
や
圏
央
道
を
生
か
し
た
企
業

誘
致
の
推
進
な
ど
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま

す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
本
市
は
、
平
成
22
年
３

月
23
日
の
合
併
か
ら
10
年
目
を
迎
え
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
の
節
目

と
な
る
年
を
さ
ら
な
る
出
発
点
と
し
て
、
久

喜
市
の
よ
り
一
層
の
一
体
感
を
図
り
、
市
民

の
皆
様
が
真
に
誇
れ
る
「
久
喜
市
」
の
実
現

に
向
け
て
、
「
分
か
り
や
す
く
開
か
れ
た
議

会
」
を
め
ざ
し
、
市
民
の
皆
様
の
付
託
に
応

え
る
と
と
も
に
、
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」

「
住
み
続
け
た
い
」
と
実
感
で
き
る
よ
う
な

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
議
員

一
同
、
最
大
限
の
努
力
を
続
け
て
ま
い
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ど
う
か
、
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
年
が
市
民
の
皆
様
に
と

り
ま
し
て
、
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
と
と
も

に
、
皆
様
の
ご
健
勝
を
、
心
よ
り
ご
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
夢
と

希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
４
月
25
日
の
久
喜
市
長
就
任
以
来
、

市
政
の
運
営
に
あ
た
り
ま
し
て
は
皆
様
か
ら

の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
、
わ
が
国
で
は
、
人
口
減
少

と
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
て
お
り
ま
す
。
久

喜
市
に
お
い
て
も
そ
れ
は
例
外
で
は
な
く
、

将
来
人
口
は
減
少
傾
向
で
推
移
し
、
年
少
人

口
、
生
産
年
齢
人
口
比
率
の
減
少
、
高
齢
化

率
の
増
加
が
想
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
私
は
未
来
を
見
据
え
た

ま
ち
づ
く
り
へ
の
政
策
転
換
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
選
挙
公
約

と
し
て
皆
様
に
お
約
束
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
「
ま
ち
の
つ
く
り
方
改
革
」
の
基
本
方

針
の
達
成
に
向
け
、
全
身
全
霊
、
公
務
に
邁

進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
と
し
ま
し
て
は
、
圏

央
道
を
中
心
と
し
た
物
流
拠
点
と
し
て
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
、
本
市
の
「
稼
ぐ
力
」

を
生
み
出
す
産
業
基
盤
づ
く
り
を
進
め
て
参

り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
市
内
５
箇
所
の
駅
周

辺
市
街
地
の
整
備
を
進
め
、
人
の
賑
わ
い
の

創
出
、
更
な
る
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
人
づ
く
り
と
し
ま
し
て
は
、
全
て

の
子
ど
も
た
ち
に
チ
ャ
ン
ス
の
あ
る
教
育
環

境
の
整
備
、
シ
ニ
ア
世
代
が
更
に
輝
き
、
活

躍
す
る
環
境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。さ
ら
に
、

市
民
ラ
ン
ナ
ー
の
聖
地
化
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
つ
い
て
も
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
４
月
30
日
に
天
皇
陛
下
が
ご
退

位
さ
れ
、
５
月
１
日
に
皇
太
子
殿
下
が
ご
即

位
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
ま
し
て
、
元

号
も
「
平
成
」
か
ら
新
元
号
に
変
わ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
本
市
も
節
目
と
な
る
合
併
10
年
目

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

新
し
い
時
代
の
到
来
と
共
に
、
次
の
世
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

あ
ら
ゆ
る
世
代
が
「
ず
っ
と
久
喜
市
に
住
み

続
け
た
い
」
と
思
え
る
よ
う
な
、
よ
り
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
全
力
で
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
の
で
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
年
が
市
民
の
皆
様
に
と

り
ま
し
て
、
ご
健
勝
で
幸
多
き
素
晴
ら
し
い

年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し

上
げ
、新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
　

一
方
、
国
内
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
経
済

と
考
え
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
選
挙
公
約

興
に
つ
い
て
も
推
進
を
図
り
ま
す
。

謹
賀
新
年

市議会議長　上
か み じ ょ う

條哲
あ き ひ ろ

弘 市長　梅
う め だ

田修
し ゅ う い ち

一
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運行内容を一部見直し、
デマンドタクシー実証実験を継続します

デマンドタクシー実証実験に関する
アンケート調査実施結果をお知らせします

　市では、１月31日㈭までを実験期間とし、久喜地区内においてデマンドタクシー実証実験を実施し
ています。
　このたび、下記のとおり、運行内容を一部見直し、平成32（2020）年３月31日㈫まで実証実験を継
続することとしました。
　既に登録されているデマンドタクシー実証実験利用登録証は、有効期限を読み替え、そのまま使用
できます。
　また、新規利用登録の申請は、生活安全課または各総合支所各市民生活係で受け付けます。
　なお、運行内容の変更は、平成31年２月１日㈮からですのでご注意ください。
問合せ　生活安全課交通係（内線2635）

項目 変更後 現行

期 間 平成31年２月１日㈮～
平成32（2020）年３月31日㈫

平成30年１月15日㈪～
平成31年１月31日㈭

電 話 受 付 利用する直前に電話申込みが必要
※事前の日時指定予約ができなくなります。

利用日の３運行日前から乗車30分前までに
事前に電話申込みが必要

運 行 時 間 ９時～17時 ８時～17時

ステッカー 使用しない
※タクシーへの貼付がなくなります。 使用

　※この他の運行内容はこれまでどおりです。詳しくは、生活安全課までお問い合わせください。 

　デマンドタクシー実証実験の検証をするため、アンケート調査を実施しました。このたび、
集計結果がまとまりましたので、内容の一部をお知らせします。
　なお、全ての集計結果は、市ホームページをご覧ください。
実施期間　平成30年８月16日㈭～８月31日㈮
調査対象　○利用者・登録者（未利用者）・未登録者　各300人　回収率59％
　　　　　○運行事業者　５社　回収率100％

集計結果（一例）
※複数回答あり、主な回答事項のみ記載しているため、回答割合の合計は100％になりません。

デマンドタクシー実証実験利用者
・デマンドタクシーの満足度は？

回答事項 回答数 回答率
大変満足 27人 13.2％
満足 53人 25.9％
不満 59人 28.8％
かなり不満 35人 17.1％
どちらともいえない 23人 11.2％

デマンドタクシー実証実験運行事業者
・運行にあたって負担と感じることは？(複数回答)

回答事項 回答数 回答割合
苦情を含めた利用者案内 ３社 60.0％
予約処理 ４社 80.0％
配車のやり繰り ５社 100.0％
市に対する補助金申請 ２社 40.0％
市に対する報告書類の作成 ４社 80.0％

デマンドタクシー実証実験未登録者
・登録しない理由は？(複数回答)

回答事項 回答数 回答割合
別の交通手段があり、デマンドタ
クシーを使う必要がないから 21人 14.9％

デマンドタクシーを使うような用
事がないから 10人 7.1％

利用登録をすることが面倒だから 11人 7.8％

乗車時の電話予約が面倒だから 11人 7.8％

久喜地区のみの運行だから 10人 7.1％

これまでも、タクシーを利用した
ことがないから 10人 7.1％
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市民税・県民税、所得税の申告はお早めに！
所得税の確定申告について

問合せ　春日部税務署　☎048-733-2111

申告期間　2月18日㈪～3月15日㈮

久
喜
市
役
所

　
　
　
　

４
階
会
議
室

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
久
喜

　
　
　
　

３
階
会
議
室

菖
蒲
総
合
支
所

　
　

４
階
第
１
集
会
室

栗
橋
総
合
支
所

　
　
　
　

２
階
会
議
室

鷲
宮
総
合
支
所

　
　
　
　

４
階
会
議
室

２
月

14㈭ 〇
15㈮ 〇
18㈪ 〇 〇
19㈫ 〇 〇
20㈬ 〇 〇
21㈭ 〇 〇
22㈮ 〇 〇
25㈪ 〇 〇
26㈫ 〇 〇
27㈬ 〇 〇
28㈭ 〇 〇

３
月

１㈮ 〇 〇
４㈪ 〇 〇
５㈫ 〇 〇
６㈬ 〇 〇
７㈭ 〇 〇
８㈮ 〇 〇
11㈪ 〇 〇
12㈫ 〇 〇
13㈬ 〇 〇
14㈭ 〇 〇
15㈮ 〇 〇

平成31年度市民税・県民税申告
会場および受付日
申告期間　2月14日㈭～3月15日㈮

受付日　〇の表示のある会場で受け付けを行います。
対象地区の割り振りはありません。
受付時間　８時45分〜11時／13時〜16時（番号札の配
布は８時30分〜）
※�午前中は大変混み合います。15時前後が比較的空き
ますので、ご協力をお願いします。
※�混雑状況により、午前中の受け付けを早めに締め切
らせていただくことがあります。

受け付けする申告　市民税・県民税申告および簡易な
内容の確定申告
※�申告期間中、市民税課の窓口では作成済みの申告書
の提出のみ受け付けます。また、各総合支所各戸籍
市民係では、作成済みの申告書の市民税課への取次
ぎのみを行います。申告の相談は、各申告会場で行っ
てください。

受付日

申
告
会
場

　申告期間内に春日部税務署へ申告してください。
※�土・日曜日は除く。ただし、春日部税務署では２月24
日㈰、３月３日㈰に限り受け付けます。相談受付時間
は、８時30分〜16時です。（提出は17時まで）
※�還付申告は１月４日㈮以降、春日部税務署で受け付け
ています。

◆ 確定申告に必要なもの 
・「市民税・県民税の申告に必要なもの」❷〜�と同様
・�「確定申告のお知らせ」はがき（春日部税務署から届
いた場合）
・�所得税の還付を受ける方は、申告者本人名義の預・貯
金の口座番号が分かるもの
※�確定申告書等は、ご自身で作成・提出される方向けに
本庁舎、各総合支所およびふれあいセンター久喜に１
月下旬頃にご用意します。

◆ 自宅で確定申告できます 
　確定申告書は、国税庁ホームページ（http://www.nta.
go.jp）の「確定申告書等作成コーナー」で簡単に作成で
きます。作成した申告書は印刷して、税務署に郵送でき
ます。なお、マイナンバーカードをお持ちでなくても、
事前に税務署で発行されたＩＤとパスワードによりe-Tax
を利用して送信できるようになりました。マイナンバー
カードをお持ちの方は、９ページをご覧ください。
◆ 記載漏れにご注意ください 
　確定申告書（第二表）の「住民税に関する事項」欄は、
市民税・県民税の税額計算において、所得税と取扱いが
異なる事項（16歳未満の扶養親族、配当割額控除額、寄
附金税額控除等）を記載するものです。この記載がない
場合、市民税・県民税に各種控除等が適用されませんの
で該当するものがある方は、忘れずに記載してください。
◆ 公的年金等受給者の確定申告不要制度 
　雑所得となる公的年金等の収入金額が400万円以下で、
かつ、公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が20万円
以下の場合は、確定申告の必要はありません。（市民税・県
民税申告は必要な場合があります。）この場合であっても、
所得税の還付を受けるための申告書を提出することがで
きます。なお、還付を受けるための申告書を提出する場
合には、公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が20万
円以下であっても、その所得を含めて申告が必要です。
◆ 市の申告会場では受け付けできないもの 
　次に該当する方は、市の申告会場では受け付けできま
せんので、春日部税務署で申告してください。
・営業等所得または不動産所得のある方
・農業所得があり、収支内訳書を作成していない方
・雑損控除または災害減免法の適用を受ける方
・青色申告の方
・�配当所得のある方（配当に関する住民税の特例を適用
する場合は除く）
・総合課税の譲渡所得のある方
・�分離課税所得（土地・建物・株式の譲渡所得、山林所
得、退職所得）のある方
・�住宅借入金等特別控除のある方（勤務先で年末調整済
みの方を除く）
・還付申告で源泉徴収票のない方
・平成29年分以前の申告の方
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日程　2月1日㈮〜15日㈮
各９時30分〜12時／13時〜16時
※土・日曜日、祝日、２月５日㈫を除く
場所　税理士事務所（日程により担当事務所が変わ
ります。）
対象　所得税が還付される方で、年金を受けている
方、給与所得者で医療費控除を受ける方、年の途中
で退職または就職した方
※�無料とならない場合もありますので、必ず事前に
電話でご確認ください。

問合せ　関東信越税理士会春日部支部事務局
☎048－738－7470（９時30分〜12時／13時〜16時）

平成30年分公的年金等の源泉徴収票が送付されます
　日本年金機構より、平成30年中に厚生年金・国民年金等
の老齢を支給事由とする年金を受け取られた方に、平成30
年分として、支払われた年金の金額や源泉徴収された所得
税額等をお知らせする「平成30年分公的年金等の源泉徴収
票」が、平成31年1月中に送付されます。
　この源泉徴収票は、所得税の確定申告の際の添付書類等
として必要になりますので、大切に保管してください。
※�源泉徴収票を紛失された場合の再交付については、基礎
年金番号をご用意の上、春日部年金事務所にお問い合わ
せください。

問合せ　春日部年金事務所　☎048－737－7112

税理士による所得税の還付申告無料相談 　

市民税・県民税、所得税の申告はお早めに！

年金コラム

市民税・県民税の申告について 問合せ　市民税課市民税第1係（内線2685）
市民税・県民税の申告が必要な方

　平成31年１月１日現在、久喜市内に住所がある方の
うち、次の①〜③のいずれかに該当する方。
①給与所得者で、勤務先から市に給与支払報告書が提
出されていない方
②平成30年中に給与所得、公的年金等に係る雑所得以
外に所得があった方
③源泉徴収票に記載されていない各種控除（医療費控
除や寄附金税額控除等）を受ける方
※�申告内容により確定申告が必要となる場合があります。
（給与所得者でそれ以外の所得の合計額が20万円を超え
る場合や、公的年金等受給者で公的年金等に係る雑所
得以外の所得の合計額が20万円を超える場合など）
※�原則として、平成30年分の所得税の確定申告をされ
る方は、市民税・県民税申告をする必要はありません。
※�国民健康保険税・介護保険料等の算定資料とするため、収
入のない方も市民税・県民税の申告が必要な場合があり
ます。
※�所得証明書・課税（非課税）証明書は、申告期限内に申告
書の提出がない場合、すぐに交付できないことがあります。

市民税・県民税の申告に必要なもの
❶平成31年度市民税・県民税申告書
※�平成30年度分の申告書を提出された方に、１月末ご
ろ郵送します。税務署からの依頼により、確定申告
不要制度に該当する方にも郵送する場合があります。
❷印鑑
❸マイナンバーカード（お持ちでない方は番号確認書
類と本人確認書類）
※�マイナンバーが分からない等の理由により、マイナ
ンバーの記載がない場合でも申告書は受理します。

【番号確認書類】（いずれか１つ）通知カード／マイナ
ンバーの記載がある住民票の写しまたは住民票記載事
項証明書
【本人確認書類】（いずれか１つ）運転免許証／パスポ
ート／障害者手帳／在留カード／公的医療保険の被保
険者証　等
❹収入を証明する資料（給与や公的年金等の源泉徴収
票、支払調書、個人年金や満期保険金の支払明細書等）

※�営業等所得、農業所得、不動産所得がある方は、そ
れぞれの所得の収入金額と必要経費を事前に集計の
上、持参してください。

❺社会保険料（国民健康保険税、国民年金等）の控除
証明書または領収書
❻生命保険料、個人年金保険料、介護医療保険料、地
震保険料等の控除証明書
❼学生証（勤労学生控除を受ける方）
❽寄附金の受領証等（寄附金税額控除を受ける方）
❾医療費控除の明細書（医療費控除を受ける方）
※�医療を受けた人ごと、病院・薬局ごとに医療費の合
計額を記載の上、持参してください。

�セルフメディケーション税制の明細書および一定の
取組を行ったことを明らかにする書類
（セルフメディケーション税制による医療費控除の特例
を受ける方）
※�薬局などの購入先ごとに、すべての医薬品の名称お
よび合計額を記載の上、持参してください。

�その他参考となるもの（障害者手帳等）
ふるさと納税の申告特例申請をされた方

　市民税・県民税申告書や確定申告書を提出する場合、
「ふるさと納税申告特例（ワンストップ特例）制度」の
申請がなかったものとみなされます。寄附先の自治体
に申告特例申請書を提出した分を含めた寄附金税額控
除も忘れずに申告してください。

郵送による申告書の提出がお勧めです
　市民税・県民税の申告会場は大変混雑しますので、
待ち時間なしで申告できる郵送による申告書の提出が
お勧めです。「平成31年度市民税・県民税申告書」に住
所・氏名（フリガナ）・所得金額・控除内容等の必要事
項を記載および押印し、必要書類を同封の上、3月15日
㈮までにご提出ください。
送付先　市民税課市民税第１係（〒346-8501　所在地
記入不要）へ
※�申告書にマイナンバーを記載した場合や、番号確認書類
を同封した場合は、簡易書留等の郵送方法を推奨します。
※�控除を証明する書類が同封されていない場合、その
控除の適用ができない場合があります。



広報  くき  2019（平成31年）.１ �❻

久喜市はイチゴの栽培面積、収穫量ともに県内トップクラス！！

とちおとめ 品
種 やよいひめ

見
た
め

果皮は明るい赤色で、甘みの中に適度な酸味
があり食味は良好です。現在、東日本のシェ
アNo.1 の品種です。

特
徴

大粒で日持ちもよく甘みが強いのが特徴で
す。平成 17年に登録された新しい品種です。

11月下旬～５月ごろ 出
荷 12 月上旬～５月ごろ

おいしいイチゴはいかがですか

　久喜市のイチゴは、市内のイチゴ農家による
産地直売や、次の直売所でも取り扱っています。

ＪＡ南彩　久喜キラリ直売館　　　☎ 25-1183
　　　　　菖蒲グリーンセンター　☎ 85-4444
ＪＡ埼玉みずほ　さくらファーム　☎ 44-9559

　菖蒲グリーンセンターでは、イチゴ狩りが
楽しめます。地元のイチゴ農家の皆さんが作っ
たおいしいイチゴを、ぜひ味わってみてくだ
さい。

時期によって値段等が異なりますので、詳細
は菖蒲グリーンセンターへお問い合わせください。

一目でわかる「久喜市産」！！
久喜市では、市内農産物をＰＲするため、「久喜
市産」と表示した野菜結束テープを作成していま
す。紫色の結束テープに「久喜市産」と書かれて
いますので、地元の農家の皆さんが作ったおいし
い農産物をぜひ味わってみてください。

イチゴは久喜市の代表的な農産物で、埼玉県内でもトップクラスの栽培面積、収穫量を誇っています。
今年も地元の農家の皆さんによって大切に育てられたイチゴは、県内外の各地に出荷されるほか、市内
の農産物直売所でも購入できます。この機会に久喜市産のおいしいイチゴをご賞味ください。

問合せ　農業振興課農業振興係（菖蒲総合支所内／内線 338）

イチゴの主な品種と出荷時期

イチゴの購入はこちら イチゴ狩りが楽しめます！
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介
護
保
険
料
収
納
推
進
員
︵
鷲
宮
地
区
︶
募
集

内
容　

鷲
宮
地
区
の
介
護
保
険
料
訪
問
徴
収

業
務

応
募
資
格　

普
通
自
動
車
免
許
を
所
有
す
る
方

募
集
人
数　

１
人

勤
務
日　

月
10
日

勤
務
時
間　

１
日
５
時
間

採
用
時
期　

４
月
１
日

報
酬　

日
額
５
０
０
０
円

募
集
期
限　

１
月
31
日
㈭　

申
込
み
・
問
合
せ　

鷲
宮
高
齢
者
・
介
護
保

険
係
（
内
線
１
６
１
）

久
喜
市
社
会
人
権
教
育
指
導
者
養
成
講
座

日
時　

２
月
１
日
㈮　

受
け
付
け
13
時
30
分

／
14
時
～
15
時
30
分

場
所　

久
喜
総
合
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

※
手
話
通
訳
者
を
配
置
し
ま
す�

内
容　

「
全
て
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会

を
め
ざ
し
て
」

講
師　

水み
ず
し
ま
て
る
ひ
こ

島
輝
彦
さ
ん
（
部
落
解
放
同
盟
埼

玉
県
連
合
会
副
執
行
委
員
長
）

定
員　

３
０
８
人
（
当
日
会
場
先
着
順
）

費
用　

無
料

問
合
せ　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル

で
、
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
人
権
教
育
係

（
内
線
３
７
１
／
Ｆ
31
・
９
５
５
０
／
Ｅ
メ
ー

ルshogaigakushu@
city.kuki.lg.jp

）へ

　

市
立
小
・
中
学
校
ま
た
は
幼
稚
園
に
勤
務

す
る
業
務
員
の
登
録
希
望
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

登
録
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
、
必
要
に
応
じ

て
、
臨
時
職
員
と
し
て
採
用
し
ま
す
。

勤
務
内
容　

校
内
環
境
美
化
業
務
全
般

勤
務
地　

市
立
小
・
中
学
校
ま
た
は
幼
稚
園

勤
務
時
間　

８
時
30
分
か
ら
15
時
ま
で
の
う

ち
の
連
続
す
る
５
時
間
以
内

※
週
２
、
３
回
の
交
替
勤
務

採
用
時
期　

４
月

賃
金　

時
給
９
０
０
円

申
込
期
限　

１
月
28
日
㈪　

必
着

申
込
方
法
・
問
合
せ　

市
指
定
の
臨
時
職
員

登
録
申
込
書
（
学
務
課
及
び
環
境
経
済
・
教

育
分
室
で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

写
真
添
付
の
上
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
、
学

務
課
学
事
係
（
〒
３
４
６

－

０
０
３
３　

久

喜
市
下
清
久
５
０
０
の
１
）
へ

　

平
成
31
年
～
32
（
２
０
２
０
）
年
度
（
平

成
31
年
４
月
１
日
～
平
成
33
（
２
０
２
１
）

年
３
月
31
日
）
に
埼
玉
東
部
消
防
組
合
が
実

施
す
る
建
設
工
事
、
設
計
・
調
査
・
測
量
、

維
持
管
理
業
務
お
よ
び
物
品
供
給
等
の
入
札

に
参
加
を
希
望
す
る
場
合
は
、
当
消
防
組
合

の
入
札
参
加
資
格
の
審
査
を
受
け
、
競
争
入

札
参
加
資
格
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

受
付
期
間　

１
月
28
日
㈪
～
２
月
８
日
㈮

消
印
有
効

申
請
方
法　

申
請
書
類
（
消
防
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
郵
送
で
、
同
消
防
組
合
消

防
局
総
務
課
（
〒
３
４
６

－

０
０
２
１　

埼

玉
県
久
喜
市
上
早
見
３
９
６
／
☎
21
・
２
７

１
１
）
へ

小
・
中
学
校
・
幼
稚
園
業
務
員

︵
臨
時
職
員
︶
登
録
希
望
者
募
集

平
成
31
・
3₂︵
２
０
２
０
︶年
度
埼
玉
東
部
消
防
組
合

建
設
工
事
等
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
に
つ
い
て

清久公園野球場にネーミングライツを導入します!!
愛称は「グラーテス清久公園球場」

　市では、公共施設に愛称を付ける権利を取得できるネーミングライツ
パートナー（命名権購入者）を募集していますが、このたび、清久公園
野球場にネーミングライツを導入することとなりましたのでお知らせし
ます。
問合せ　企画政策課行政管理係（内線2287）

ネーミングライツパートナー　有限会社久喜葬祭社
ネーミングライツによる施設の愛称　グラーテス清久公園球場
※施設はネーミングライツ導入後も市の公の施設です。
※条例上の正式名称は変更しません。
ネーミングライツ使用期間　平成31年１月１日から５年間
契約金額　年額30万円（消費税等を含む）

◆ネーミングライツとは
　市の保有する施設に、企業名、
商品名などを冠した愛称を付け、
使用する権利で、命名権とも呼ば
れています。
　この権利を取得するにあたって
は、市に対して対価（命名権料）
を支払います。

FAX

11月21日㈬、市は有限会社久喜葬祭社とネーミ
ングライツに関する基本協定を締結しました。
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平
成
31
年
度
保
育
所
等
の
二
次
募
集

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
の
お
知
ら
せ

　

平
成
31
年
４
月
の
保
育
所
等
へ

の
入
所
を
希
望
す
る
方
で
、
一
次

募
集
時
に
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方

の
二
次
募
集
を
受
け
付
け
ま
す
。

支
給
認
定
申
請
書
兼
施
設
利
用
申

込
書
と
必
要
書
類
（
市
所
定
の
用

紙
）
を
、
期
間
内
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

募
集
期
間　

１
月
25
日
㈮
～
２
月

５
日
㈫

※
日
曜
日
は
、
保
育
課
の
み
受
付

選
考
時
期　

二
次
募
集
受
付
終
了

後
か
ら
２
月
下
旬
を
予
定

※�

詳
し
く
は
、
保
育
課
ま
た
は
各

総
合
支
所
児
童
福
祉
係
で
配
布

し
て
い
る
「
平
成
31
年
度
保
育

所
等
利
用
手
続
き
の
ご
案
内
」

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ　

保
育
課
保
育

係
（
内
線
３
３
２
９
）
／
各
総

合
支
所
各
児
童
福
祉
係
（
菖
蒲
・

内
線
１
４
６
／
栗
橋
・
内
線
２
３

８
／
鷲
宮
・
内
線
１
５
２
）

◆
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド

　

障
が
い
の
あ
る
方
が
災
害
時
や

日
常
生
活
の
中
で
、
困
っ
て
い
る

時
に
、
困
っ
て
い
る
内
容
を
周
囲

の
人
に
伝
え
る
こ
と
で
支
援
や
配

慮
を
受
け
や
す
く
す
る
カ
ー
ド
で

す
。

　

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
提
示
さ
れ
た

ら
、
記
載
内
容
に
沿
っ
て
、
必
要

な
支
援
や
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

配
布
場
所　

主
な
公
共
施
設
で
配

布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

◆
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

　

外
見
か
ら
分
か
ら
な
く
て
も
援

助
や
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
方
々

が
、
周
囲
の
方
に
配
慮
を
必
要
と

し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
こ
と

で
、
援
助
を
受
け
や
す
く
な
る
よ

う
、
作
成
さ
れ
た
マ
ー
ク
で
す
。

配
布
場
所　

障
が
い
者
福
祉
課
お

よ
び
各
総
合
支
所
各
社
会
福
祉
係

問
合
せ　

障
が
い
者
福
祉
課
障
が

い
者
福
祉
係
（
内
線
３
２
４
３
）

／
各
総
合
支
所
各
社
会
福
祉
係

（
菖
蒲
・
内
線
１
０
６
／
栗
橋
・

２
４
８
／
鷲
宮
１
４
４
）

　

離
婚
な
ど
で
ひ
と
り
親
に
な
っ

た
方
や
、
親
に
代
わ
っ
て
子
ど
も

を
養
育
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
そ

の
子
ど
も
が
医
療
機
関
で
診
療
を

受
け
た
場
合
に
、
そ
の
医
療
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。助
成
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
受
給
資
格
の
登
録
が

必
要
と
な
り
ま
す
。（
所
得
制
限

あ
り
）

対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
父
、
母

ま
た
は
養
育
者
、
そ
の
子
ど
も

・
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た

・
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た

・�

父
ま
た
は
母
に
一
定
の
障
が
い

が
あ
る

・�

父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か

で
な
い

・�

父
ま
た
は
母
に
１
年
以
上
遺
棄

さ
れ
て
い
る

・�

父
ま
た
は
母
が
Ｄ
Ｖ
に
よ
る
保

護
命
令
を
受
け
た

・�

父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り
１

年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

・
母
が
未
婚
で
あ
る

対
象
期
間　

子
ど
も
が
18
歳
に
達

し
た
日
の
属
す
る
年
度
の
末
日
ま
で

※�

一
定
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る

子
ど
も
の
場
合
は
、
20
歳
未
満

※�

登
録
に
必
要
な
も
の
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

助
成
内
容

・
市
内
の
指
定
医
療
機
関
で
受
診

の
場
合　

医
療
費
の
保
険
診
療
分

の
一
部
負
担
金
が
一
医
療
機
関
ご

と
に
入
院
、
通
院
別
で
月
額
２
万

１
０
０
０
円
未
満
の
と
き
、
医
療

機
関
に
受
給
者
証
と
健
康
保
険
証

を
提
示
す
る
こ
と
で
、
原
則
、
保

険
診
療
分
の
一
部
負
担
金
お
よ
び

入
院
時
食
事
療
養
標
準
負
担
額
の

窓
口
で
の
支
払
い
が
不
要
と
な
り

ま
す
。
（
保
険
外
や
自
費
分
の
医

療
費
は
窓
口
で
の
支
払
い
が
必
要

で
す
）

・
市
外
や
指
定
の
な
い
医
療
機
関

で
受
診
の
場
合　

医
療
機
関
の
窓

口
で
医
療
費
の
支
払
い
を
し
て
い

た
だ
き
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療

費
支
給
申
請
書
に
医
療
機
関
の
領

収
書
を
添
付
し
、
子
育
て
支
援
課

ま
た
は
各
総
合
支
所
児
童
福
祉
係

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
保
険
診

療
医
療
費
の
一
部
負
担
金
か
ら
高

額
療
養
費
、
附
加
給
付
金
を
控
除

し
た
額
に
、
入
院
時
食
事
療
養
標

準
負
担
額
を
加
算
し
た
額
を
助
成

し
ま
す
。

※�

保
育
園
・
幼
稚
園
・
学
校
等
の

管
理
下
で
の
け
が
な
ど
の
場
合
、

原
則
、
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

子
育
て
支
援
課
医
療
手

当
係
（
内
線
３
２
８
９
）
／
各
総

合
支
所
各
児
童
福
祉
係
（
菖
蒲
・

内
線
１
４
６
／
栗
橋
・
内
線
２
３

８
／
鷲
宮
・
内
線
１
５
０
）

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
と
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を

配
布
し
て
い
ま
す

▲ヘルプカード
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ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
予
定
の
方
へ

市
民
意
見
提
出
制
度
に
よ
る
意
見
募
集

～�
電
子
証
明
書
に
は
有
効
期
限
が

あ
り
ま
す
～

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
ま
た
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
用
し

て
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
い
た
だ
く

に
は
、電
子
証
明
書
が
必
要
で
す
。

◆�

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
お
持

ち
の
方

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
へ
の
電

子
証
明
書
の
発
行
は
、
平
成
27
年

12
月
で
終
了
し
ま
し
た
。

　

電
子
証
明
書
の
有
効
期
間
が
満

了
す
る
方
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
申
請
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
発
行
ま
で
に
１
か
月
ほ
ど
か

か
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

◆�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持

ち
の
方

　

電
子
証
明
書
が
搭
載
さ
れ
て
い

な
い
場
合
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
市
民
課
へ
お
持
ち
の
上
、
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
民
課
（
総
合
窓
口
）

市
民
係
（
内
線
２
６
６
７
）
／
各

総
合
支
所
各
戸
籍
市
民
係（
菖
蒲
・

内
線
１
２
２
／
栗
橋
・
内
線
２
１

２
／
鷲
宮
・
内
線
・
１
２
３
）

◆
1�
久
喜
市
し
尿
処
理
施
設
整
備

基
本
構
想
（
案
）

構
想
（
案
）
の
概
要　

し
尿
処
理

施
設
整
備
の
方
向
性
に
つ
い
て
検

討
す
る
と
と
も
に
、
今
後
、
施
設

整
備
計
画
を
立
案
す
る
た
め
の
基

礎
資
料
と
す
る
た
め
に
策
定
す
る
。

◆
2
久
喜
市
自
殺
対
策
計
画（
案
）

計
画
（
案
）
の
概
要　

自
殺
対
策

基
本
法
の
改
正
を
踏
ま
え
、
自
殺

対
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

【
共
通
】

意
見
提
出
期
間　

１
月
11
日
㈮
～

２
月
12
日
㈫　

消
印
有
効

意
見
提
出
で
き
る
方　

①
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
者　

②
市
内
で

事
業
を
営
み
ま
た
は
活
動
す
る
方

③
市
に
対
し
て
納
税
義
務
を
有
す

る
方　

④
案
件
に
利
害
関
係
を
有

す
る
方

構
想
（
案
）
の
閲
覧　

市
民
参
加

コ
ー
ナ
ー
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
市

民
参
加
」
の
ペ
ー
ジ
で
１
月
10
日

㈭
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

市
民
参
加
コ
ー
ナ
ー
・
意
見
箱
設

置
場
所　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
、

各
総
合
支
所
、
公
文
書
館
、
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
久
喜
、
中
央
・
東
・

西
・
森
下
・
栗
橋
・
鷲
宮
の
各
公

民
館
、
菖
蒲
・
栗
橋
の
各
文
化
会

館
、
栗
橋
・
鷲
宮
の
各
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
菖
蒲
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
中
央
・
鷲
宮
の
各
図

書
館
、
毎
日
興
業
ア
リ
ー
ナ
久
喜

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
（
第
１
体
育

館
）
、
久
喜
市
教
育
委
員
会
、
菖

蒲
・
鷲
宮
の
各
温
水
プ
ー
ル
、
栗

橋
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

意
見
提
出
方
法
・
問
合
せ　

意
見

書（
市
民
参
加
コ
ー
ナ
ー
で
配
布
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
意
見
箱
に
投
入
す
る
か
、

直
接
ま
た
は
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
で
、
1
ご
み
処
理
施
設
建
設

推
進
課
（
〒
３
４
６

－
０
１
９
２

所
在
地
記
入
不
要
／
菖
蒲
総
合
支

所
内
／
内
線
３
４
８
／
Ｆ
85
・
１

７
８
８
／
Ｅ
メ
ー
ルgom

ishori@
city.kuki.lg.jp

）、
2
健
康
医
療
課

健
康
企
画
係
（
〒
３
４
６

－

８
５

０
１　

所
在
地
記
入
不
要
／
内
線

３
４
２
１
／
Ｆ
22
・
３
３
１
９
／

Ｅ
メ
ー
ルkenkoiryo@

city.kuki.
lg.jp

）
へ

検
討
結
果
の
公
表　

提
出
意
見
の

概
要
・
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え

方
・
構
想
（
案
）
の
修
正
内
容
を

市
民
参
加
コ
ー
ナ
ー
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
氏
名
・
住
所
を
除
き

公
表
し
ま
す
。

※
個
別
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

介
護
保
険
要
介
護
認
定
者
に
「
お
む
つ
使
用
の
確
認
書
」・

｢

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書｣

を
発
行
し
ま
す

　

所
得
税
、
市
・
県
民
税
の
申
告

用
に
「
お
む
つ
使
用
の
確
認
書
」・

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

を
発
行
し
ま
す
の
で
、
必
要
な
方

は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
お
む
つ
使
用
の
確
認
書　

こ
の

確
認
書
は
、
医
療
費
控
除
を
受
け

る
際
に
、
医
師
が
発
行
す
る
「
お

む
つ
使
用
証
明
書
」
に
代
わ
る
も

の
で
、
医
療
費
控
除
の
対
象
と
し

て
認
め
ら
れ
ま
す
。

対
象　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

て
、
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を

受
け
る
の
が
２
年
目
以
降
の
方

※
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

申
請
先
・
問
合
せ　

介
護
福
祉
課

介
護
認
定
係
（
内
線
３
２
６
８
）

／
各
総
合
支
所
各
高
齢
者
・
介
護

保
険
係
（
菖
蒲
・
内
線
１
５
１
／

栗
橋
・
内
線
２
３
３
／
鷲
宮
・
内

線
１
６
２
）

②
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書（
平

成
30
年
分
）　

身
体
障
害
者
手
帳

等
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、

手
帳
等
に
よ
り
控
除
を
受
け
る
場

合
は
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象　

65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
方
ま
た
は
対
象
者

を
扶
養
し
て
い
る
方（
要
支
援
１
・

２
認
定
者
を
除
く
）

判
定
基
準
日　

平
成
30
年
12
月
31
日

申
請
先
・
問
合
せ　

介
護
福
祉
課

高
齢
者
福
祉
係（
内
線
３
２
６
４
）

／
各
総
合
支
所
各
高
齢
者
・
介
護

保
険
係
（
菖
蒲
・
内
線
１
５
１
／

栗
橋
・
内
線
２
３
５
／
鷲
宮
・
内

線
１
６
２
）

【
①
・
②
共
通
】

申
請
期
間　

１
月
15
日
㈫
～
３
月

15
日
㈮

交
付
手
数
料　

１
件
３
０
０
円

持
物　

対
象
者
の
介
護
保
険
被
保

険
者
証
（
原
本
）
・
窓
口
に
来
る

方
の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

FAX

FAX
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市
内
中
小
企
業
等
を
対
象
に
、

大
学
や
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が

設
立
し
た
研
究
機
関
及
び
独
立
行

政
法
人
（
以
下
「
大
学
等
」
と
い

う
）
な
ど
と
共
同
で
実
施
す
る
研

究
開
発
お
よ
び
大
学
等
が
保
有
す

る
機
器
の
利
用
や
依
頼
試
験
・
依

頼
検
査
等
に
か
か
る
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

【
補
助
対
象
事
業
】

　

次
の
い
ず
れ
か
の
事
業

①
産
学
共
同
研
究
事
業　

大
学
等

と
の
先
端
技
術
若
し
く
は
新
技
術

又
は
新
製
品
等
の
研
究
開
発
等

②
機
器
利
用
等
事
業　

大
学
等
が

保
有
す
る
機
器
の
利
用
又
は
依
頼

試
験
・
依
頼
検
査
等

【
補
助
対
象
者
】

　

上
記
の
補
助
対
象
事
業
の
い
ず

れ
か
を
行
う
次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
中
小
企
業
等
の
事
業
所

大
学
等
と
産
学
共
同
研
究
事
業
等

を
行
う
こ
と
／
市
内
に
本
社
若
し

く
は
工
場
等
が
あ
る
こ
と
／
市
内

で
１
年
以
上
継
続
し
て
経
営
し
て

い
る
こ
と
／
市
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
こ
と

【
補
助
対
象
経
費
及
び
補
助
率
】

①
産
学
共
同
研
究
事
業

補
助
対
象
経
費　

大
学
等
へ
の
委

託
研
究
、
共
同
研
究
等
に
要
す
る

費
用
等

補
助
率　

原
則
、
補
助
対
象
経
費

の
２
分
の
１（
上
限
１
０
０
万
円
）

②
機
器
利
用
等
事
業

補
助
対
象
経
費　

機
器
利
用
等
事

業
の
た
め
に
中
小
企
業
等
が
大
学

等
に
支
払
っ
た
経
費

補
助
率　

原
則
、
補
助
対
象
経
費

の
２
分
の
１
（
上
限
１
０
万
円
）

※�

国
等
か
ら
補
助
金
等
の
交
付
を

受
け
た
場
合
は
、
そ
の
額
を
控

除
し
た
額
の
２
分
の
１

問
合
せ　

企
画
政
策
課
企
画
政
策

係
（
内
線
２
２
８
３
）

産
学
共
同
研
究
事
業
等
補
助
金
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

健康づくり・食育推進ポスターの
入賞者を紹介します（第１回）

　「第２次久喜市健康増進・食育推進計画」を市民に周
知し、計画を推進するため、幼児、小・中学生を対象に、
健康づくりや食育を推進するポスターを募集しました。
今月から２回にわたって、各部門の入賞者を紹介します。
入賞作品は市ホームページでご覧いただけます。
問合せ　健康医療課健康企画係（内線3421）
◆幼児の部
金賞　さくら保育園　　年長　山

や ま だ

田　大
は る と

翔さん
金賞　ひまわり保育園　年長　齋

さいとう

藤　花
か り ん

鈴さん
金賞　中央幼稚園　　　年少　黒

くろいわ

岩　珠
こ と こ

子さん
金賞　栗橋幼稚園　　　年長　佐

さ ぬ か

怒賀　彩
あ や み

美さん
金賞　栗橋幼稚園　　　年長　渡

わたなべ

辺　瑠
る り

李さん
銀賞　ひまわり保育園　年長　鈴

す ず き

木　孝
たかあき

明さん
銀賞　あおば保育園　　年長　池

い け だ

田　汐
ゆ な

菜さん
銀賞　あおば保育園　　年長　米

よねざわ

澤　すずさん
銀賞　中央保育園　　　年長　ボルケス　珠

す み れ

美蓮さん
銀賞　中央保育園分園　年長　山

やまうち

内　龍
りゅうと

斗さん
◆小学生低学年の部
金賞　久喜小学校　　　３年　宮

み や た

田　さくらさん
金賞　久喜小学校　　　３年　山

やまざき

﨑　蒼
そ う ま

真さん
金賞　久喜東小学校　　２年　望

もちづき

月　夏
か ほ

帆さん
金賞　栗橋西小学校　　３年　渡

わたなべ

辺　妃
ひ す い

翠さん
金賞　栗橋小学校　　　３年　青

あ お き

木　美
み く

玖さん
金賞　桜田小学校　　　３年　梓

あずさわ

澤　隼
は や て

颯さん
銀賞　青毛小学校　　　３年　小

こ ぼ り

堀　菜
な つ き

月さん
銀賞　久喜東小学校　　２年　玉

たまおき

置　勘
か ん た

多さん
銀賞　久喜東小学校　　３年　黒

くろいわ

岩　明
あ す か

花さん
銀賞　久喜北小学校　　３年　鎌

かまたに

谷　莉
り こ

子さん
銀賞　栗橋西小学校　　２年　卜

う ら べ

部　莉
り く

玖さん
銀賞　栗橋小学校　　　３年　渡

わたなべ

辺　真
ま い

衣さん

　

  

安
く
な
る
と
言
わ
れ
て
⋮
光
回
線
サ
ー
ビ
ス

　

  

に
関
す
る
勧
誘
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
!!

くらしの
110番
トラブル情報

【
相
談
事
例
】

　

現
在
利
用
し
て
い
る
大
手
電
話

会
社
の
代
理
店
を
名
乗
っ
た
業
者

か
ら
「
お
得
な
光
回
線
を
利
用
し

た
新
サ
ー
ビ
ス
で
、
今
ま
で
よ
り

月
額
通
信
料
が
１
０
０
０
円
安
く

な
り
、
通
信
速
度
も
倍
近
く
に
な

る
。」
と
い
う
勧
誘
電
話
が
あ
り
、

申
し
込
ん
だ
。
と
こ
ろ
が
、
後
日

届
い
た
契
約
書
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
別
事
業
者
と
の
契
約
と
な
っ

て
お
り
、
現
在
利
用
中
の
回
線
と

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
は
解
約
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

事
業
者
に
解
約
を
申
し
出
た
と
こ

ろ
、
高
額
な
解
約
料
が
発
生
す
る

と
言
わ
れ
た
。
納
得
で
き
な
い
の

で
、
解
約
し
た
い
。

【
ポ
イ
ン
ト
】

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
お
よ
び
Ｎ
Ｔ
Ｔ

西
日
本
が
光
回
線
サ
ー
ビ
ス
の
卸

売
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴

い
、
卸
売
を
受
け
た
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
者
（
光
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

事
業
者
）
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
光
回
線
を

借
り
受
け
、
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
を

付
加
し
、
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、「
現
在
の
契
約
事
業

者
の
サ
ー
ビ
ス
変
更
だ
と
思
っ
て

了
承
し
た
ら
、
別
事
業
者
と
の
契

約
に
な
っ
て
い
た
。」「
今
よ
り
安

く
な
る
と
言
わ
れ
た
の
に
、
オ
プ

シ
ョ
ン
が
追
加
さ
れ
て
、
高
く
な
っ

た
。」
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

①�

光
回
線
サ
ー
ビ
ス（
コ
ラ
ボ
光
）

は
、
光
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
事

業
者
と
の
契
約
で
あ
り
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
東
日
本
お
よ
び
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日

本
と
の
契
約
で
は
な
い
こ
と
を

理
解
し
ま
し
ょ
う
。

②�

契
約
す
る
前
に
、
事
業
者
名
や

サ
ー
ビ
ス
名
、
連
絡
先
や
契
約

内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

③�

現
在
の
契
約
内
容
と
よ
く
比
較
・

　

検
討
し
ま
し
ょ
う
。

④�

契
約
後
、
電
気
通
信
事
業
法
の

「
初
期
契
約
解
除
制
度
」
の
期

間
内
で
あ
れ
ば
違
約
金
を
支
払

わ
ず
に
解
約
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
事
務
手
数
料
等
は
支
払
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
解
約
希
望

の
場
合
は
、
す
ぐ
に
光
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
に
申
し
出

ま
し
ょ
う
。

困
っ
た
と
き
は
次
の
窓
口
へ

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

19
ペ
ー

ジ
の
無
料
相
談
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部

☎
０
４
８
・
７
３
４
・
０
９
９
９

月
～
金
曜
日
／
９
時
～
16
時

問
合
せ　
生
活
安
全
課
市
民
生
活
・

青
少
年
係
（
内
線
２
６
３
３
）
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Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ��

Ｙ
ｏ
ｕ
さ
い
た
ま

（
埼
玉
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ

ン
タ
ー
）
で
開
催
さ
れ
る
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
訪
問
す
る
バ
ス
ツ
ア
ー

を
開
催
し
ま
す
。
男
女
共
同
参
画

を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活

躍
中
の
団
体
に
よ
る
展
示
の
見
学

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
ま

せ
ん
か
。
ま
た
、
午
後
は
鴻
巣
市

の
埼
玉
県
防
災
学
習
セ
ン
タ
ー
を

訪
問
し
、
地
震
や
暴
風
な
ど
の
体

験
を
通
じ
て
防
災
に
対
す
る
知
識

や
行
動
力
を
楽
し
み
な
が
ら
身
に

つ
け
ま
す
。

日
時　

２
月
２
日
㈯　

市
役
所
８

時
30
分
出
発
～
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ　

Ｙ
ｏ
ｕ

さ
い
た
ま
～
埼
玉
県
防
災
学
習
セ

ン
タ
ー
～
市
役
所
17
時
帰
着（
予
定
）

※�

各
総
合
支
所
、
久
喜
駅
西
口
経

由
予
定
。
集
合
場
所
、
順
路
は

申
し
込
み
状
況
に
よ
り
決
定
し

ま
す
。市
バ
ス
を
利
用
し
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

定
員　

30
人（
超
え
た
場
合
抽
選
）

費
用　

無
料　

※
昼
食
各
自
負
担

申
込
期
限　

１
月
21
日
㈪　

必
着

申
込
方
法
・
問
合
せ　

電
話
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
は
が
き
・
Ｅ
メ
ー
ル

に
、「
体
験
学
習
ツ
ア
ー
」・
住
所
・

氏ふ
り
が
な名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
乗
車

場
所
を
明
記
し
て
、
人
権
推
進
課

男
女
共
同
参
画
係
（
内
線
２
３
２

５
／
Ｆ
22
・
３
３
１
９
／
Ｅ
メ
ー

ルjinken@
city.kuki.lg.jp
）
へ

日
時　

２
月
11
日
㈷　

受
け
付
け

９
時
／
13
時
終
了
（
予
定
）

場
所　

毎
日
興
業
ア
リ
ー
ナ
久
喜

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ（
第
１
体
育
館
）

競
技
種
目　

①
親
子
２
人
跳
び　

②

あ
な
た
も
挑
戦
「
な
わ
と
び
名
人

認
定
」　

③
長
な
わ
10
人
連
続
８

の
字
跳
び　

④
長
な
わ
10
人
な
ら

び
跳
び　

⑤
全
員
リ
レ
ー

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

費
用　

①
・
②
１
人
１
０
０
円（
重

複
し
て
も
１
０
０
円
）　

③
・
④

１
チ
ー
ム
各
５
０
０
円
（
全
て
保
険

料
含
む
）
※
当
日
集
金
し
ま
す
。

持
物　

と
び
な
わ
、
シ
ュ
ー
ズ

主
催　

久
喜
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
協
議
会

申
込
期
間　

１
月
７
日
㈪
～
21
日
㈪

申
込
方
法
・
問
合
せ　

申
込
書（
生

涯
学
習
課
お
よ
び
環
境
経
済
・
教

育
分
室
、
各
総
合
支
所
総
務
管
理

課
で
配
布
）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
直
接
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
（
内
線
３
６
８
／
Ｆ
31
・

９
５
５
０
）
へ

　

市
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
芸
術

活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
や
幼
稚

園
、
中
学
校
演
劇
部
な
ど
が
出
演

し
ま
す
。

日
時　

１
月
20
日
㈰　

開
場
９
時

30
分
／
９
時
45
分
～
16
時
15
分

場
所　

久
喜
総
合
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル

内
容　

合
奏
、
合
唱
、
フ
ラ
ダ
ン

ス
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
、
吟ぎ

ん
え
い詠
、
謡

曲
、
舞
踊
、
演
劇
な
ど

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
文
化
振
興
係
（
内
線
３
７
０
）

日
程　

２
月
５
日
・
12
日
・
19
日
・

26
日　

各
火
曜
日　

全
４
回　

13

時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　

内
下
集
会
所

内
容　

ヴ
ェ
ネ
チ
ア
ン
グ
ラ
ス
で
、

大
人
の
か
わ
い
い
オ
シ
ャ
レ
小
物

（
ネ
ッ
ク
レ
ス
等
）
を
作
る

講
師　

桂か
つ
ら
ひ
ら平
洋よ

う
こ子
さ
ん

定
員　

10
人
（
申
込
順
）

費
用　

各
１
５
０
０
円（
材
料
費
）

※�

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
込
開
始　

１
月
21
日
㈪　

９
時

申
込
方
法
・
問
合
せ　

電
話
で
、

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
（
内
線

３
７
３
）
へ

　

昨
今
の
自
然
災
害
を
踏
ま
え
て
、

個
人
や
地
域
に
お
け
る
災
害
対
策

を
学
び
、
地
域
防
災
力
を
高
め
る

た
め
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

２
月
２
日
㈯　

受
け
付
け

14
時
／
14
時
30
分
～
16
時
30
分

場
所　

栗
橋
文
化
会
館（
イ
リ
ス
）

ホ
ー
ル

内
容　

自
主
防
災
組
織
活
動
事
例

発
表
／
講
演
「
み
ん
な
で
高
め
る

地
域
防
災
力
～
近
年
の
災
害
に
学

ぶ
～
」

講
師　

鍵か
ぎ
や屋
一は

じ
め

さ
ん
（
跡
見
学
園

女
子
大
学
教
授
）

定
員　

４
７
６
人

入
場
料　

無
料

申
込
み　

不
要

問
合
せ　

消
防
防
災
課
危
機
管
理

係
（
内
線
２
６
４
８
）

Ｗウ

イ

ズ

ｉ
ｔ
ｈ  

Ｙユ

ー
ｏ
ｕ
さ
い
た
ま
体
験
学
習
ツ
ア
ー

第
1₉
回
「
み
ん
な
で
跳
ぼ
う
よ
な
わ
と
び
フ
ェ
ス
タ
」

久
喜
市
民
芸
術
祭

ヴ
ェ
ネ
チ
ア
ン
グ
ラ
ス
教
室

防
災
講
演
会

FAX

FAX
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市
で
は
、
久
喜
市
の
た
め
功
労

顕
著
な
も
の
・
市
民
で
徳
行
卓
越

な
も
の
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
久

喜
市
表
彰
規
則
に
基
づ
き
該
当
す

る
個
人
の
方
ま
た
は
団
体
の
皆
さ

ん
を
ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

表
彰
対
象
と
な
る
功
績　

地
方
自

治
の
振
興
に
貢
献
し
た
も
の
／
産

業
の
発
展
に
貢
献
し
た
も
の
／
防

災
の
活
動
に
貢
献
し
た
も
の
／
交

通
安
全
又
は
防
犯
の
活
動
に
貢
献

し
た
も
の
／
環
境
の
保
全
又
は
創

造
に
貢
献
し
た
も
の
／
保
健
衛
生

の
改
善
又
は
向
上
に
貢
献
し
た
も

の
／
福
祉
の
向
上
に
貢
献
し
た
も

の
／
児
童
又
は
青
少
年
の
健
全
育

成
に
貢
献
し
た
も
の
／
教
育
、
文

化
又
は
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献

し
た
も
の
／
善
行
が
特
に
優
れ
、

他
の
模
範
と
な
る
も
の
／
公
共
の

た
め
に
多
額
の
金
品
を
寄
附
し
た

も
の
／
そ
の
他
本
市
に
対
し
、
特

別
の
功
労
が
あ
る
も
の
又
は
地
域

社
会
の
利
益
を
興
し
た
も
の

提
出
書
類　

表
彰
推
薦
書
（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

選
考
結
果　

推
薦
者
の
方
に
通
知

し
ま
す
。

そ
の
他　

久
喜
市
表
彰
規
則
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

提
出
先
・
問
合
せ　

秘
書
課
秘
書

係
（
内
線
２
２
２
３
）

市
表
彰
制
度
を
ご
存
知
で
す
か

◆�

Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
）、
エ
イ
ズ
（
後
天
性
免

疫
不
全
症
候
群
）
と
は

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
、
と
て
も
感
染
力
の

弱
い
ウ
イ
ル
ス
で
、
咳
や
く
し
ゃ

み
、
お
風
呂
な
ど
日
常
生
活
で
感

染
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
感

染
経
路
は
、
性
的
接
触
、
血
液
感

染
、
母
子
感
染
の
３
つ
で
す
。
感

染
は
、
正
し
い
知
識
と
行
動
で
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

エ
イ
ズ
と
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
が

原
因
で
、
免
疫
機
能
が
下
が
る
こ

と
に
よ
り
お
こ
る
、
さ
ま
ざ
ま
な

病
気
の
総
称
を
言
い
ま
す
。
Ｈ
Ｉ

Ｖ
に
感
染
し
て
も
す
ぐ
に
エ
イ
ズ

を
発
症
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
最
近
は
治
療
薬
の
開
発
が
進

み
、
感
染
を
早
期
発
見
し
、
早
期

治
療
す
る
こ
と
で
エ
イ
ズ
の
発
症

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

◆
他
人
事
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か

　

国
内
に
お
け
る
２
０
１
７
年
の

Ｈ
Ｉ
Ｖ
新
規
感
染
者
報
告
数
は
９

７
６
件
で
あ
り
、
２
０
０
７
年
以

降
、
初
め
て
１
０
０
０
件
を
下
回

り
ま
し
た
が
、
エ
イ
ズ
は
＂
特
別

な
人
の
病
気
＂
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

誰
も
が
感
染
す
る
可
能
性
の
あ
る

感
染
症
の
ひ
と
つ
で
す
。
た
と
え

今
、
感
染
し
て
い
な
く
て
も
、
予

防
を
怠
れ
ば
、
将
来
誰
に
で
も
感

染
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

◆
今
、
私
た
ち
が
す
べ
き
こ
と

　

な
ぜ
感
染
し
た
の
か
、
ど
う
し

て
感
染
し
た
の
か
を
問
題
と
す
る

の
で
は
な
く
、
感
染
者
や
患
者
が

安
心
し
て
治
療
に
専
念
で
き
、
共

生
で
き
る
社
会
と
す
る
た
め
に
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
や
エ
イ
ズ
の
正
し
い
知
識

と
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
し
て
、
他
人
事
で
は
な
い

「
自
分
の
問
題
」
と
し
て
と
ら
え
、

感
染
者
や
患
者
、
ま
た
そ
の
家
族

の
人
権
に
配
慮
し
、
支
え
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
は
エ
イ
ズ
に
関

し
て
偏
見
を
持
っ
て
い
な
い
、
エ

イ
ズ
と
と
も
に
生
き
る
人
々
を
差

別
し
な
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

す
。
私
た
ち
の
周
り
に
も
レ
ッ
ド

リ
ボ
ン
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
せ

ん
か
。

問
合
せ　

健
康
医
療
課
健
康
企
画

係
（
内
線
３
４
２
１
）

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
、

エ
イ
ズ
発
症
者
の

人
権
に
つ
い
て

蓮
田
市

蓮
田
市
文
化
財
展
示
館
２
０
１
８

企
画
展
「
蓮
田
の
偉
人
飯い

い
の野
喜き

し四

郎ろ
う

生
誕
１
５
０
年
」

日
時　

２
月
17
日
㈰
ま
で　

９
時
～

17
時
（
月
曜
日
は
休
館
）

場
所　

蓮
田
市
文
化
財
展
示
館

内
容　

現
在
の
蓮
田
と
周
辺
地
域

の
発
展
に
寄
与
し
た
飯
野
喜
四
郎

の
功
績
を
、
近
代
か
ら
現
代
に
渡

る
蓮
田
の
歴
史
と
合
わ
せ
て
紹
介

問
合
せ　

蓮
田
市
文
化
財
展
示
館

☎
０
４
８
・
７
６
４
・
０
９
９
１

幸
手
市

第
1₀
回
幸
手
水
仙
ま
つ
り

日
程　

１
月
上
旬
～
２
月
上
旬

（
開
花
状
況
に
よ
り
変
更
の
場
合

あ
り
）

場
所　

県
営
権
現
堂
公
園

内
容　

地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

に
よ
っ
て
植
栽
さ
れ
た
約
１
０
０

万
本
の
可
憐
な
水
仙
が
堤
を
彩
り

ま
す
。

※�

物
産
品
や
パ
ン
の
販
売
、
植
栽

や
堤
の
歴
史
に
つ
い
て
案
内
あ
り

問
合
せ　

権
現
堂
公
園
管
理
事
務

所　

☎
44
・
０
８
７
３

白
岡
市

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

日
程　

１
月
17
日
㈭
、
２
月
５
日

㈫
、
３
月
19
日
㈫　

12
時
20
分
～

12
時
50
分

場
所　

白
岡
市
役
所
１
階
市
民
ラ

ウ
ン
ジ

問
合
せ　

白
岡
市
教
育
委
員
会
学

び
支
援
課
文
化
振
興
担
当　

☎
92
・

１
１
１
１
（
内
線
５
２
３
）

宮
代
町

里
山
の
冬
の
自
然
観
察
会
＆

よ
し
ず
作
り

日
時　

１
月
20
日
㈰　

９
時
30
分
～

11
時
30
分

場
所　

新
し
い
村　

芝
生
広
場
ス

テ
ー
ジ
前

内
容　

樹
木
の
樹
皮
や
冬
芽
を
は

じ
め
と
す
る
里
山
の
自
然
を
観
察

し
ま
す
。
ま
た
、
山
崎
山
の
木
の

枝
や
ほ
っ
つ
け
の
ヨ
シ
を
材
料
に
、

編
み
細
工
で
よ
し
ず
を
作
り
ま
す
。

持
物　

虫
眼
鏡
、
双
眼
鏡

問
合
せ　

宮
代
町
町
民
生
活
課
環

境
推
進
担
当　

☎
34
・
１
１
１
１

（
内
線
２
７
４
）

杉
戸
町

す
ぎ
と
七
福
神
め
ぐ
り

日
程　

①
前
半
（
８
・
５
㎞
）
徒

歩
コ
ー
ス
…
１
月
19
日
㈯　

②
後

半
（
６
・
６
㎞
）
徒
歩
コ
ー
ス
…

１
月
26
日
㈯　

③
タ
ク
シ
ー
コ
ー

ス
…
２
月
２
日
㈯

費
用　

①
②
各
２
０
０
０
円　

③

３
８
０
０
円
（
タ
ク
シ
ー
、
昼
食
、

ガ
イ
ド
、
レ
ク
保
険
代
等
含
む
）

内
容　

飲
食
・
買
い
物
を
楽
し
み
な

が
ら
の
ガ
イ
ド
付
き
七
福
神
め
ぐ
り

定
員　

各
20
人
（
申
込
順
）

問
合
せ　

日
光
街
道
す
ぎ
と
七
福

神
事
務
局　

☎
32
・
０
３
４
２
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知
事
表
彰
（
地
方
自
治
功
労
）

　

旧
鷲
宮
町
職
員
お
よ
び
収

入
役
と
し
て
地
方
自
治
の
振

興
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
収
入
役
と
し
て
、
会
計

事
務
の
正
確
か
つ
効
率
的
な

執
行
に
尽
力
し
、
町
財
政
の

健
全
な
運
営
に
多
大
な
る
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

知
事
表
彰
（
歯
科
保
健
功
労
）

　

平
成
11
年
か
ら
現
在
も
引

き
続
き
、
市
医
と
し
て
市
の

保
健
事
業
に
協
力
さ
れ
、
学

校
歯
科
保
健
お
よ
び
市
民
の

歯
科
保
健
の
向
上
に
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。

久喜市優秀建設工事表彰
　平成29年度に完成した市発注の建設工事において、優秀な
成績で完成させた工事の受注者と技術者を表彰しました。
受賞者（順不同）
①受注者　小川工業㈱久喜営業所　営業所長　秋

あきやま

山　勲
いさお

さん
　監理技術者　秋

あきやま

山　忠
ただし

さん
　工事名　久喜市液状化対策工事（２工区）
②受注者　㈱矢島組　代表取締役　矢

や じ ま

島　幹
まさかつ

功さん
　主任技術者　関

せきした

下　敏
としひと

士さん
　工事名　市道鷲宮80号線他下水道管布設工事（補助）
③受注者　㈱飯塚建設　代表取締役　飯

いいづか

塚　豊
ゆたか

さん
　監理技術者　飯

いいづか

塚　英
え い こ

子さん
　工事名　久喜市液状化対策工事（４工区）
問合せ　契約検査課検査係（内線2483）

決
定
！
選
挙
啓
発
標
語
受
賞
作
品

　

選
挙
に
関
す
る
意
識
の
高
揚
や
明
る
い
選
挙
の
推
進
に
役
立
つ
選
挙
啓
発
標

語
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
９
７
６
点
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
審
査
の
結

果
、
次
の
と
お
り
受
賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

受
賞
作
品
は
、
選
挙
に
お
け
る
一
票
の
大
切
さ
や
、
私
た
ち
の
願
い
を
実
現

し
て
く
れ
る
選
挙
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
く
た
め
に
、
今
後
の

選
挙
啓
発
に
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

優
秀
作
品

そ
の
一
票 

夢
あ
る
未
来
へ 

願
い
こ
め
　

江
面
第
一
小
学
校
６
年　

山や
ま
ぐ
ち口　

実み

ひ

ろ祐
さ
ん

入
選
作
品
（
順
不
同
）

投
票
は 

わ
た
し
が
持
っ
て
る 

未
来
の
切
符�

栗
橋
小
学
校
６
年　

小こ
ば
や
し林　

琉る

な夏
さ
ん

ぼ
く
た
ち
の 

未
来
を
作
る 

そ
の
一
票�

久
喜
小
学
校
６
年　

高こ
う
の野　

太た
い
ち一
さ
ん

こ
の
一
票 

こ
れ
が
私
の 

意
思
表
示
！�

青
葉
小
学
校
６
年　

下し
も
だ田　

雅み
や
びさ
ん　

た
か
が
一
票
さ
れ
ど
一
票 

何
か
が
変
わ
る
そ
の
一
票
で

久
喜
中
学
校
３
年　

柳や
ぎ
ゅ
う生　

直な
お
ひ
ろ泰
さ
ん

そ
の
一
票 

未
来
が
変
わ
る 

第
一
歩�

久
喜
中
学
校
３
年　

吉よ
し
お
か岡　

咲さ

き妃
さ
ん

あ
な
た
の
手 

ゆ
だ
ね
ら
れ
て
る 

日
本
の
未
来�

久
喜
中
学
校
３
年　

内う
ち
だ田　

晋し
ん

さ
ん　

投
票
は 

変
え
た
い
気
持
ち
の 

第
一
歩�

久
喜
東
中
学
校
３
年　

小こ
ば
や
し林　

拓た
く
む夢
さ
ん

私
の
一
票 

み
ん
な
の
一
票 

未
来
を
決
め
る
大
き
な
力

菖
蒲
南
中
学
校
３
年　

渡わ
た
な
べ辺　

萌も
え
み心
さ
ん

一
票
が 
明
る
い
社
会
を 

創
る
鍵�

鷲
宮
中
学
校
３
年　

阿あ

べ部　

凌り
ょ
う
た大
さ
ん

「
変
わ
ら
な
い
」
そ
う
思
う
よ
り 

ま
ず
一
票　
　

花は
な
み見　

信の
ぶ
ゆ
き行
さ
ん

投
票
し 

初
め
て
生
き
る 

僕
の
意
思　
　
　
　
　

��

小こ
ば
や
し林　

歩あ
ゆ
む夢
さ
ん

◆ 

平
成
30
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
受
賞

作
品
展
示
会

　

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
の
受
賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
の

で
、
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
程　

１
月
21
日
㈪
～
27
日
㈰

場
所　

モ
ラ
ー
ジ
ュ
菖
蒲
２
階
滝
の
コ
ー
ト

※
受
賞
作
品
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
内
線
２
２
４
６
）

吉
よしおか

岡　憲
けんいち

一さん
（東大輪）

髙
たか

井
い

　寛
ひろし

さん
（下早見）

受賞おめでとうございます
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４月１日㈪に
上大崎運動公園を廃止します

　小林調節池を整備することに伴い、公園の土地を埼
玉県に返還します。
　利用者の皆さんには、大変ご迷惑をおかけしますが、
今後は他の施設をご利用いただくなど、ご理解とご協
力をお願いします。
問合せ　公園緑地課施設管理係（内線4684）

〜善意をありがとうございます〜
★鷲宮地区のために
　久喜市鷲宮地域農業祭推進協議会さん
� 金21,142円
★久喜市のために
　JA南彩ふれあいゴルフ大会久喜支部さん
� 金36,100円
★消防活動のために
　新日本瓦斯株式会社さん� 金100,000円
★（仮称）本多静六記念　市民の森・緑の公園のために
　内田　義一さん� 金300,000円

愛の泉

連
載

久
喜
歴
史
だ
よ
り（
第
86
回
）

　

現
在
、
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
鷲
宮
催
馬
楽
神
楽
は
、
昭
和

10
年
代
に
は
伝
承
者
が
徐
々
に
減
っ
て
い
き
、

衰
退
し
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
伝
承

者
は
、
江
戸
時
代
か
ら
代
々
鷲
宮
神
社
の

神か
ぐ

楽ら

役や
く

を
務
め
る
家
に
生
ま
れ
た
白
石
國
蔵

（
１
８
９
１
～
１
９
６
６
）
た
だ
一
人
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

神
楽
の
お
か
れ
た
状
況
を
憂
い
た
國
蔵
は
、

同
じ
く
江
戸
時
代
か
ら
神
社
に
仕
え
る
家
に

生
ま
れ
た
針は

り
が
や
け
ん
じ

谷
健
次
の
も
と
を
訪
ね
、
神
楽

復
興
の
尽
力
を
要
請
し
ま
し
た
。

　

昭
和
30
年
（
１
９
５
５
）
に
神
楽
の
笛
の

音
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
で
全
国
放
送
さ
れ
た
こ

と
を
好
機
と
し
て
、針
谷
健
次
（
復
興
会
長
）

ら
が
中
心
と
な
り
、
若
者
た
ち
を
集
め
、
國

蔵
を
指
導
者
に
神
楽
の
復
興
が
始
め
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
と
き
は
、「
神
楽
を
習
い
に
く
れ

ば
、
飯
を
く
わ
せ
る
」
と
い
う
約
束
で
、
一

時
は
多
く
の
若
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
國
蔵
の
指
導
は
熱
心
で
、
し
ば
し
ば
夜

半
ま
で
行
わ
れ
、
冬
場
は
寒
さ
で
神か

ぐ
ら
で
ん

楽
殿
に

あ
っ
た
湯
飲
み
の
水
が
凍
る
ほ
ど
で
、
練
習

は
辛
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
多

く
の
人
々
が
や
め
、
最
後
に
残
っ
た
８
人
の

若
者
に
よ
り
神
楽
が
復
興
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
國
蔵
は
舞
や
太
鼓
を
リ
ー
ド
す
る

笛
を
担
当
し
て
い
た
た
め
、
神
楽
の
す
べ
て

を
習
得
し
て
お
り
、
そ
の
技
を
後
世
に
伝
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

國
蔵
は
、
日
常
の
生
活
は
質
素
で
ま
る
で

仙
人
の
よ
う
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
神
楽
の
指
導
に
夢
中

な
あ
ま
り
、
し
ば
し
ば
田
植
え
の
時
期
を
逸

し
て
弟
子
た
ち
が
手
伝
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

晩
年
、
病
気
が
ち
で
あ
っ
た
國
蔵
は
、
鷲

宮
神
社
の
宮
司
を
訪
ね
、「
神
様
が
夢
枕
に

立
っ
て
﹃
あ
と
３
年
お
前
に
命
を
与
え
る
か

ら
、
神
楽
を
最
後
ま
で
伝
え
よ
。﹄
と
の
神

の
お
告
げ
が
あ
り
ま
し
た
。
わ
た
し
は
こ
の

神
楽
を
伝
え
な
く
て
は
死
ね
ま
せ
ん
。」
と

言
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
か
ら
一
生
懸
命
神

楽
を
伝
え
た
後
、
宮
司
に
「
こ
れ
で
安
心
し

て
逝
け
ま
す
。
３
年
努
め
ま
し
た
。
わ
た
し

の
命
を
神
が
永
ら
え
て
下
さ
っ
た
の
で
す
。」

と
い
い
、
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
こ
の
世
を
去
っ

た
そ
う
で
す
。

　

現
在
、
國
蔵
に
直
接
指
導
を
受
け
た
保
存

会
員
は
、
１
人
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

こ
の
技
は
今
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
文
化

財
・
歴
史
資
料
係
（
内
線
３
８
３
）

　
　
〜
神
楽
を
救
っ
た
笛
の
名
人
〜

白し

ら

い

し

く

に

ぞ

う

石
國
蔵
と
鷲

わ
し
の
み
や宮
催さ

い

馬ば

ら楽
神か

ぐ

ら楽

▲白石國蔵

久喜傾聴ほほえみ
いきいきサークル 54

　傾聴とは、カウンセリングの基本を学び、技能（スキ
ル）を生かしながら、不安や寂しさを抱え、話を聞いて
ほしいと思っている方々に寄り添い、より明るく元気に
暮らしていただけるよう支援する活動です。
　高齢者施設を中心に現在７か所に伺い、会員21人（男
性４人、女性17人）が各所３〜４人のグループで月１回
活動しています。私たちも皆さんの笑顔と「また来て
ね」の言葉や体験談をお聞きして、感動し教えられ、自
己成長にもつながっています。
　年１回講師の下、勉強会を行い、ミーティングや食事
会と楽しく活動しています。問合せや依頼も多く、より
多くの会員を募集中です。私たちと一緒に活動してみま
せんか。
日時　施設により異なる
問合せ　井

いのうえ

上　☎＆FAX23－4995
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クッキー甲子園

　11月18日㈰、モラージュ菖蒲で、第５回クッキー甲子園
が行われました。
　市内外の９校が出場し、今年のテーマ「YELL〜今、君
に贈りたい〜」に沿って、夢に向かって頑張る人や、家
族、友人を応援する、さまざまなオリジナルクッキーが作
られました。
　最優秀作品賞には、県立鷲宮高等学校の「c

ケ ロ ー ネ

helone」が
選ばれ、２年連続の受賞に大歓声があがりました。

▲最優秀作品賞に喜ぶ県立鷲宮高等学校調理部の皆さん

健康づくり・食育推進大会

　11月４日㈰、久喜総合文化会館で、健康づくり・食育推
進大会が行われました。
　「ラフターヨガ（笑いヨガ）」をテーマにした講演、学
校や団体による発表、ヘモグロビンA1cや血管年齢の測定
などがあり、来場者は自らの健康づくりや食についての理
解を深めていました。

▲講演で来場者もラフターヨガを体験

行政相談委員との懇談会

　行政相談委員と行政相談委員の委嘱者である総務省関東
管区行政評価局の三者で懇談会を開催しました。
　行政相談委員は全国で約5,000人、埼玉県内には185人が
配置され、その中でも久喜市は８人の方が活動しています。
　今後の相談体制のあり方について意見交換を行い、行政
相談制度の普及・推進のため協力していくことを確認しま
した。

写 真 ニュース写 真 ニュース

寄付に対する表彰状の贈呈

菖蒲地区
「人権のつどい・少年の主張大会」

　11月17日㈯、菖蒲文化会館（アミーゴ）で、第38回菖蒲
地区「人権のつどい・少年の主張大会」が行われました。
　小・中学生による人権標語や人権作文の発表、少年の主
張作文の発表が行われたほか、市内の幼稚園や団体等によ
る歌や踊りの発表、太鼓の演奏などが行われ、来場者から
大きな拍手が送られていました。

　11月22日㈭、市内で不動産事業を営む株式会社フジハウ
ジングから1,000万円が寄付されたことを受け、市の振興に
寄与した同社に対して、表彰状を贈呈しました。
　寄付金については、寄付者の意向により、久喜駅周辺の
都市基盤整備に関する事業に活用する予定です。

▲人権標語発表の様子

▲舞台発表の様子
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平
成
31
（
２
０
１
９
）
年
10
月

１
日
よ
り
、
火
を
使
用
す
る
す
べ

て
の
飲
食
店
に
消
火
器
の
設
置
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
平
成
28
年
12

月
に
発
生
し
た
新
潟
県
糸
魚
川
市

の
火
災
で
は
、
飲
食
店
に
設
置
さ

れ
て
い
た「
こ
ん
ろ
の
消
し
忘
れ
」

に
よ
り
、
周
辺
の
建
物
約
１
５
０

棟
が
焼
損
し
ま
し
た
。
こ
の
火
災

を
受
け
、
消
防
法
施
行
令
等
が
改

正
さ
れ
「
火
を
使
用
す
る
設
備
又

は
器
具
を
設
け
た
飲
食
店
等
」
に

お
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
延
べ

面
積
に
関
わ
ら
ず
消
火
器
（
10
型

の
粉
末
消
火
器
）
を
設
置
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
消

防
署
で
は
市
内
の
飲
食
店
等
に
つ

い
て
、
実
態
把
握
の
た
め
の
調
査

を
実
施
す
る
予
定
で
す
の
で
、
飲

食
店
を
経
営
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
合
せ　

埼
玉
東
部
消
防
組
合
消

防
局
予
防
課　

☎
21
・
１
０
１
４

　

県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
で
は
、

県
民
を
対
象
に
、
交
通
遺
児
等
援

護
金
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

対
象　

交
通
事
故
に
よ
り
、
死
亡

ま
た
は
重
い
障
が
い
を
負
っ
た
保

護
者
に
養
育
さ
れ
て
い
る
、
平
成

12
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

乳
幼
児
お
よ
び
児
童
・
生
徒
（
同

居
世
帯
の
所
得
制
限
あ
り
）

給
付
額　

年
額
10
万
円
（
子
ど
も

１
人
に
つ
き
）

給
付
時
期　

５
月
上
旬

申
請
書
配
布
場
所　

生
活
安
全
課
、

学
校
な
ど

提
出
期
限　

１
月
31
日
㈭

提
出
方
法　

直
接
ま
た
は
郵
送
で
、

み
ず
ほ
信
託
銀
行
浦
和
支
店
（
〒

３
３
０

－
０
０
６
３　

さ
い
た
ま

市
浦
和
区
高
砂
２
の
６
の
18
／
☎

０
４
８
・
８
２
２
・
０
１
９
１
）へ

問
合
せ　

県
防
犯
・
交
通
安
全
課

☎
０
４
８
・
８
３
０
・
２
９
５
８

　

労
働
保
険
料
（
労
災
保
険
・
雇

用
保
険
）
の
第
３
期
分
の
納
期
限

は
１
月
31
日
㈭
で
す
。

　

納
付
書
は
納
期
限
の
10
日
前
ご

ろ
に
該
当
事
業
所
に
郵
送
し
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
料
納
付
は
口
座
振

替
が
便
利
で
す
。
申
し
込
み
手
続

き
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

埼
玉
労
働
局
労
働
保
険

徴
収
課　

☎
０
４
８
・
６
０
０
・

６
２
０
３

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
は
、
子
育
て
の
手
助
け
を

し
て
ほ
し
い
方
と
お
手
伝
い
で
き

る
方
が
会
員
と
な
り
、
有
償
で
援

助
活
動
（
保
育
園
・
学
童
保
育
室

へ
の
送
迎
、
お
預
か
り
な
ど
）
を

行
う
事
業
で
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
入
会
希
望
者

向
け
の
説
明
会
を
定
期
的
に
開
催

し
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る

方
は
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

1
月
22
日
㈫　

10
時
～
12
時

場
所　

同
セ
ン
タ
ー
鷲
宮
多
目
的
室

申
込
期
限　

１
月
17
日
㈭

申
込
み
・
問
合
せ　

同
セ
ン
タ
ー

鷲
宮　

☎
59
・
６
６
０
０

　

子
ど
も
と
大
人
の
遊
び
の
場
で

す
。
の
ん
び
り
し
た
り
、
遊
ん
だ

り
。
安
心
し
て
過
ご
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
程　

１
月
22
日
、
２
月
12
日
・

26
日　

各
火
曜
日　

10
時
～
12
時

※
時
間
内
出
入
り
自
由

場
所　

古
久
喜
集
会
所

対
象　

ど
な
た
で
も
（
小
学
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）

そ
の
他　

１
月
22
日
は
12
月
・
１

月
生
ま
れ
の
お
誕
生
会
を
し
ま
す
。

（
誕
生
月
の
手
形
の
受
け
付
け
は

10
時
30
分
ま
で
）
誕
生
月
で
な
く

て
も
参
加
可
。
昼
食
は
持
参
し
た

お
弁
当
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

問
合
せ　

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

久
喜
ん
こ　

平ひ
ら
が賀　

☎
０
８
０
・

６
５
１
８
・
８
３
７
０

幼
児
期
の
１
番
大
切
な
こ
と

～
「
遊
び
」
か
ら
学
ぶ
生
き
る
力
～

日
時　

１
月
29
日
㈫　

10
時
～
12
時

場
所　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
久
喜

３
階
会
議
室

講
師　

大お
お
つ
き月
浩ひ

ろ
し史
さ
ん
（
臨
床
心

理
士
）

定
員　

30
人
（
申
込
順
）

※
託
児
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

１
月
10
日
㈭
～
23
日
㈬

※�

土
・
日
曜
日
を
除
く
９
時
～
16

時
30
分

申
込
み
・
問
合
せ　

同
セ
ン
タ
ー

本
部　

☎
29
・
１
９
０
０

お知らせ
久喜市役所☎22－1111
菖蒲総合支所☎85－1111
栗橋総合支所☎53－1111
鷲宮総合支所☎58－1111

お
知
ら
せ

募
　
集

久
喜
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
習
会

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

労
働
保
険
の
お
知
ら
せ

久
喜
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
会
員

飲
食
店
を
経
営
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

交
通
遺
児
等
援
護
金
の
ご
案
内

子
育
て
サ
ロ
ン「
み
ん
な
の
木
」

費用の記載がない催し・講座、公共施設の催しは、全て無料です。

催
し
・
講
座
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日
時　

１
月
30
日
㈬　

９
時
30
分
～

11
時
30
分

場
所　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
久
喜

２
階
視
聴
覚
室

内
容　

聴
く
こ
と
の
大
切
さ
、
傾

聴
の
技
術
・
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ

講
師　

高た
か
く
ら倉
恵け

い
こ子
さ
ん
（
特
定
非

営
利
活
動
法
人
埼
玉
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
代
表
）

定
員　

20
人
（
申
込
順
）

持
物　

筆
記
用
具

申
込
期
間　

１
月
10
日
㈭
～
20
日
㈰

申
込
み
・
問
合
せ　

久
喜
傾
聴
ほ

ほ
え
み　

井い
の

上う
え　

☎
23
・
４
９
９

５日
時　

１
月
26
日
㈯　

講
演
会
…

９
時
30
分
～
10
時
45
分
（
大
宮
・

熊
谷
・
川
越
）
／
電
話
・
面
接
相

談
…
11
時
～
16
時
（
全
会
場
共
通
）

電
話
相
談　

☎
０
４
８･

８
７
２
・

８
０
５
５
（
当
日
の
み
通
話
可
）

面
談
相
談
（
要
予
約
）

※�

予
約
の
締
切　

１
月
24
日
㈭　

17
時

大
宮
会
場
…
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

７
０
６
号
室
／
熊
谷
会
場
…
熊
谷

市
立
商
工
会
館
２
階
３
号
室
／
川

越
会
場
…
ウ
ェ
ス
タ
川
越
研
修
室

２
・
３
／
越
谷
会
場
…
埼
玉
司
法

書
士
会
越
谷
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

予
約
・
問
合
せ　

埼
玉
司
法
書
士

会　

☎
０
４
８
・
８
６
３
・
７
８

６
１

日
時　

１
月
18
日
㈮　

受
け
付
け

12
時
～
15
時
30
分
／
13
時
～
16
時

場
所　

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ

ル
４
階
市
民
ホ
ー
ル

対
象　

平
成
31
年
３
月
大
学
・
短

大
・
専
門
学
校
卒
業
見
込
の
方
、

３
年
以
内
の
既
卒
の
方

そ
の
他　

予
約
不
要
、
入
退
場
自

由
、
求
人
企
業
情
報
を
来
場
者
全

員
に
配
布
。
履
歴
書
を
複
数
枚
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議

会　

☎
０
４
８
・
６
４
７
・
４
１

８
５
／http://w
w
w
.kotaikyou-

saitam
a.ne.jp/

日
程　

１
月
19
日
・
26
日
、
２
月

９
日
・
16
日
・
23
日
、
３
月
９
日

各
土
曜
日　

全
６
回

時
間　

①
Ｓ
ク
ラ
ス
（
入
門
）
17

時
～
18
時
30
分　

②
Ａ
ク
ラ
ス
（
初

級
）
15
時
～
16
時
30
分　

③
Ｂ
ク

ラ
ス
（
中
級
）
11
時
～
12
時
30
分

④
Ｃ
ク
ラ
ス
（
上
級
）
13
時
～
14

時
30
分　

⑤
Ｗ
Ａ
ク
ラ
ス（
初
級
）

15
時
～
16
時
30
分　

⑥
Ｗ
Ｂ
ク
ラ

ス
（
中
級
）
13
時
～
14
時
30
分

場
所　

①
～
④
鷲
宮
東
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
さ
く
ら
）
会
議

室　

⑤
・
⑥
鷲
宮
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
お
お
と
り
）
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ビ
ュ
ー
ロ
ー

講
師　

①
た
ま
み
マ
ロ
ー
ニ
さ
ん

②
～
④
リ
ー
・
ニ
ー
ル
さ
ん　

⑤
・

⑥
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
レ
イ
シ
ー

さ
ん

対
象　

中
学
生
以
上
の
方

定
員　

①
20
人　

②
～
⑥
12
人

（
超
え
た
場
合
抽
選
）

※�

参
加
者
が
６
人
未
満
の
場
合
は

中
止
の
場
合
あ
り

費
用　

６
０
０
０
円

申
込
期
限　

１
月
18
日
㈮

申
込
み
・
問
合
せ　

鷲
宮
国
際
交

流
協
会　

江え
ば
た幡
（
☎
０
９
０
・
１

４
２
２
・
３
２
４
４
／
Ｅ
メ
ー
ル

eba2013@
outlook.jp

）

日
程　

２
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰

５
時
30
分
市
役
所
集
合

場
所　

群
馬
県
か
た
し
な
高
原
ス

キ
ー
場
／
尾
瀬
倶
楽
部
み
な
も
と

（
宿
泊
）

講
師　

全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
公
認

指
導
員

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

定
員　

40
人
（
申
込
順
）
※
定
員

に
満
た
な
い
時
は
中
止
の
場
合
あ
り

費
用　

中
学
生
以
上
２
万
２
５
０

０
円
／
小
学
生
１
万
９
５
０
０
円

（
宿
泊
費
、
交
通
費
、
保
険
料
、

リ
フ
ト
券
含
む
）

※�

レ
ン
タ
ル
ス
キ
ー
代
、
レ
ン
タ

ル
ウ
ェ
ア
代
、
昼
食
代
は
別
途

自
己
負
担

後
援　

久
喜
市
、
久
喜
市
教
育
委

員
会

申
込
期
間　

１
月
10
日
㈭
～
２
月

２
日
㈯

申
込
方
法
・
問
合
せ　

事
前
に
電

話
で
連
絡
の
上
、費
用
を
添
え
て
、

直
接
、
久
喜
市
ス
キ
ー
連
盟
久
喜

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
事
務
局　

武た
け
い井
（
〒

３
４
６

－

０
０
０
６　

久
喜
市
上

町
９
の
６
／
☎
22
・
３
７
２
３
）へ

―
し
み
ん
農
園
久
喜
︵
緑
風
館
︶
―

◆
ね
ぎ
南
蛮
う
ど
ん
作
り
教
室

日
時　

１
月
18
日
㈮　

９
時
30
分
～

12
時
30
分

内
容　

地
元
産
の
材
料
を
使
っ
た

ね
ぎ
南
蛮
う
ど
ん
作
り

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

定
員　

12
人
（
申
込
順
）

費
用　

５
０
０
円

持
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

ふ
き
ん
、
容
器
（
持
ち
帰
り
用
）、

筆
記
用
具

申
込
開
始　

１
月
11
日
㈮　

12
時

30
分

申
込
方
法
・
問
合
せ　

電
話
で
、

農
業
振
興
課
農
業
振
興
係
（
菖
蒲

総
合
支
所
内
／
内
線
３
３
８
）
へ

※�
参
加
者
が
５
人
に
満
た
な
い
場

合
は
中
止
し
ま
す
。

傾
聴
技
法
講
座

公
共
施
設
の
催
し

求
人
企
業
合
同
面
接
会

英
会
話
講
座

第
₅₄
回
市
民
ス
キ
ー
教
室

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
た
め
の

成
年
後
見
無
料
相
談
会
・
講
演
会

し
み
ん
農
園
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―
鷲
宮
公
民
館
―

 

☎
58
・
８
１
４
４

～
鷲
宮
公
民
館
ま
つ
り
～

◆
展
示
の
部

時
間　

９
時
～
19
時

内
容　

２
月
２
日
㈯
～
８
日
㈮
…

マ
ク
ラ
メ
編
み
・
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ

キ
ン
グ
・
絵
手
紙
・
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
／
２
月
９
日
㈯
～
15
日
㈮
…
俳

句
・
児
童
絵
画
・
絵
手
紙
／
２
月

16
日
㈯
～
22
日
㈮
…
書
道
・
絵
手

紙
・
折
紙
／
２
月
23
日
㈯
～
３
月

２
日
㈯
…
押
し
花
・
絵
画
／
３
月

３
日
㈰
～
９
日
㈯
…
折
紙
、
俳
句
、

絵
画
／
３
月
10
日
㈰
～
16
日
㈯
…

写
真
、
書
道
／
３
月
17
日
㈰
～
23

日
㈯
…
写
真

※�

各
期
間
の
初
日
の
午
前
と
最
終

日
の
午
後
は
準
備
等
に
よ
り
、

展
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※�

展
示
団
体
名
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
２
月
25
日
㈪
は
休
館
日
。

◆
講
座
の
部

①�

ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
キ
ン
グ
で
タ

ン
ブ
ラ
ー
作
り

日
時　

２
月
10
日
㈰　

13
時
～
15
時

場
所　

会
議
室
１

講
師　

ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
キ
ン
グ

サ
ー
ク
ル　

コ
ロ
ン

定
員　

10
人
（
申
込
順
）

費
用　

１
０
０
０
円（
材
料
費
等
）

持
物　

写
真
Ｌ
判
１
枚
、
テ
ー
プ

の
り
ま
た
は
両
面
テ
ー
プ

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

②�

韓
国
料
理
教
室
（
ト
ッ
ポ
キ
、

チ
ヂ
ミ
作
り
）

日
時　

２
月
10
日
㈰　

10
時
～
12
時

場
所　

実
習
室

講
師　

国
際
婦
人
会

定
員　

20
人
（
申
込
順
）

費
用　

１
２
０
０
円（
材
料
費
等
）

持
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん

【
共
通
】

申
込
期
間　

１
月
10
日
㈭　

９
時
～

１
月
31
日
㈭

申
込
方
法　

直
接
ま
た
は
電
話
・

Ｅ
メ
ー
ル（
い
ず
れ
も
２
人
ま
で
）

に
、
講
座
名
・
住
所
・
氏ふ

り
が
な名
・
電

話
番
号
を
明
記
の
上
、
鷲
宮
公
民

館
（
Ｅ
メ
ー
ルw

ashinom
iya-

kom
inkan@

city.kuki.lg.jp

）
へ

◆
お
も
ち
ゃ
の
病
院

日
時　

１
月
19
日
㈯　

13
時
～
16
時

（
受
け
付
け
は
15
時
ま
で
）

内
容　

壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
の
修
理

問
合
せ　

久
喜
市
社
会
福
祉
協
議

会　

☎
23
・
２
５
２
６

◆
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

日
時　

１
月
31
日
㈭　

10
時
30
分
～

11
時

場
所　

鷲
宮
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
さ
く
ら
）

内
容　

節
分
製
作

対
象　

幼
児
と
そ
の
保
護
者

定
員　

30
組
（
申
込
順
）

申
込
期
間　

１
月
12
日
㈯
～
19
日

㈯　

９
時
～
17
時

申
込
方
法　

直
接
ま
た
は
電
話
で
、

鷲
宮
児
童
館
へ

◆
プ
チ
ラ
ン
ド

日
時　

２
月
７
日
㈭　

10
時
30
分
～

11
時

内
容　

親
子
ヨ
ガ

対
象　

幼
児
と
そ
の
保
護
者

◆
健
康
体
操

日
時　

１
月
15
日
㈫　

13
時
～
14
時

内
容　
「
サ
プ
ナ
21
健
康
体
操
久

喜
」
に
よ
る
健
康
体
操

◆
健
康
相
談

日
時　

１
月
16
日
㈬　

13
時
30
分
～

15
時

内
容　

看
護
師
に
よ
る
血
圧
測
定
・

尿
検
査
、
健
康
相
談

◆
パ
ド
ル
健
康
体
操

日
時　

１
月
23
日
㈬　

10
時
～
11
時

内
容　

パ
ド
ル
と
い
う
道
具
を
使
っ

た
健
康
体
操

講
師　

小こ
ば
や
し林
靖や

す
こ子
さ
ん

◆�

健
康
講
演
会
「
眼
底
写
真
で
見

る
目
の
病
気
」

日
時　

１
月
24
日
㈭　

13
時
～
14
時

講
師　

宮み
や
も
と本
智さ

と
し

さ
ん
（
く
き
眼
科

院
長
）

※�

催
し
は
、
60
歳
以
上
の
方
が
参

加
で
き
ま
す
。

◆
特
別
整
理
期
間
の
お
知
ら
せ

　

特
別
整
理
の
た
め
、
次
の
期
間

は
臨
時
に
休
館
し
ま
す
。

菖
蒲
図
書
館　

１
月
23
日
㈬
～
30

日
㈬

栗
橋
文
化
会
館
図
書
室　

１
月
29

日
㈫
～
２
月
５
日
㈫

　

こ
の
間
、
本
の
貸
し
出
し
は
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、各
図
書
館（
菖

蒲
図
書
館
の
休
館
中
は
森
下
公
民

館
も
含
む
）
の
所
蔵
資
料
に
つ
い

て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
予

約
お
よ
び
市
内
の
他
の
図
書
館
で

の
取
り
寄
せ
も
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
休
館
中
の
本
の
返
却
は

ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。（
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ビ
デ
オ

の
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
）

問
合
せ　

菖
蒲
図
書
館　

☎
87
・

１
３
８
８
／
栗
橋
文
化
会
館
図
書

室　

☎
52
・
２
０
０
０

訂
正
と
お
詫
び

　

広
報
く
き
12
月
15
日
号
１
ペ
ー

ジ
「
市
有
地
の
売
却
」
の
記
事
の

中
で
、誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

◆
本
文
３
行
目
の
所
在
地

誤
：
菖
蒲
字
西
堀
１
５
８
４
番
８

正
：
菖
蒲
字
西
堀
１
５
４
８
番
８

問
合
せ　

管
財
課
管
財
係
（
内
線

２
４
４
３
）

公
民
館

児
童
セ
ン
タ
ー

☎
21
・
８
１
８
１

鷲
宮
児
童
館

☎
58
・
７
０
５
４

い
き
い
き
温
泉
久
喜

☎
22
・
７
９
３
３

市
立
図
書
館
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●無　料　相　談 手

交通事故発生状況　11月　※（　）内は平成30年の累計
人　身　事　故 物損事故

件数 死者数 重傷者数 軽傷者数 件数
50

（498）
０
（１）

４
（36）

66
（627）

258
（3,139）

※上記は速報数値のため後日変更になる場合があります。

火災・救急統計速報　11月　※（　）内は平成30年の累計
建　物 ５（29） 急　病 377（4,331）

車両・船舶 ０（３） 交　通 67（ 577）
その他 ０（21） その他 166（2,043）
火災件数 ５（53） 救急件数 610（6,951）

手
こ
の
マ
ー
ク
の
記
載
が
あ
る
事
業
は
、
手
話
通
訳
者
の
派
遣
が
可
能
な
事
業
で
す
。
派
遣
を
希
望
す
る
方
は
各
事
業
実
施
日
の
10
日
前
ま
で
に
、
事
業
等
の
担
当
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〔 〕

内　　　容 日時・日程 場　　　所 申込み・問合せ

人権相談・女性相談

１月10日㈭
10時〜15時

久喜総合文化会館
会議室

人権推進課人権推進係
（内線2321）

１月16日㈬
13時30分〜15時30分

農業者トレーニングセンター
後継者対策室・和室

菖蒲総合支所総務管理課
☎85－1111（内線231）

１月17日㈭
13時30分〜15時30分

栗橋総合支所２階
第４会議室

栗橋総合支所総務管理課
☎53－1111（内線322）

１月28日㈪
９時30分〜11時30分

鷲宮総合支所４階
405会議室

鷲宮総合支所総務管理課
☎58－1111（内線110）

女性の悩み
（カウンセリング）相談
【要予約】

１月25日㈮
13時〜17時 市役所４階

相談室３
人権推進課男女共同参画係
（内線2325）２月１日㈮

13時〜17時

法律相談
【要予約】１か月前から
（１か月前が土・日曜日、
祝日にあたる場合は翌日の
平日から）

２月12日㈫
13時30分〜16時30分

鷲宮総合支所４階
408会議室

生活安全課
市民生活・青少年係
（内線2633）

２月20日㈬
13時30分〜16時30分

市役所１階
相談室１・２

栗橋総合支所２階
第４会議室

３月１日㈮
13時30分〜16時30分

市役所４階
第８会議室

菖蒲総合支所４階
第３集会室

行政相談
（国などの行政サービスへ
の意見・要望に関すること）

１月15日㈫
９時30分〜12時

栗橋総合支所２階
第４会議室

生活安全課
市民生活・青少年係
（内線2633）

鷲宮総合支所４階
405会議室

１月15日㈫
13時30分〜16時

市役所４階
第８会議室

菖蒲総合支所４階
第２集会室

消費生活相談 毎週月〜金曜日（祝日を除く）
10時〜12時／13時〜16時

市役所３階
消費生活センター

※来室の際は、必ずお問い合
わせください。　　　　

消費生活センター　☎22－3925
※�相談時間外のお問い合わせ先
は、生活安全課市民生活・青
少年係（内線2633）

特設消費生活相談 １月16日㈬
10時〜12時／13時〜16時

鷲宮総合支所４階
407会議室

年金相談
【要予約】

１月16日㈬
９時〜12時／13時〜15時

市役所１階
相談室１

市民課（総合窓口）市民係
（内線2663）

物忘れ相談
【要予約】
１月31日㈭まで

２月５日㈫
９時〜10時／10時30分〜11時30分

栗橋総合支所２階
第２・４会議室

栗橋地域包括支援センター
☎52－7835
※定員４人、治療中の方は除く

生活困窮者自立支援相談 毎週月〜金曜日（祝日を除く）
８時30分〜17時15分

久喜市社会福祉協議会
（ふれあいセンター久喜内）
※�緊急の場合を除き、来所の際
はお問い合わせください。

久喜市社会福祉協議会
☎23－2526

住宅耐震相談
（木造２階建て以下に限る）

毎週月〜金曜日（祝日を除く）
９時〜12時／13時〜17時

市役所第二庁舎１階
建築審査課

建築審査課企画指導係
（内線4695）

内職相談（あっせん） 毎週火・金曜日（祝日を除く）
10時〜12時／13時〜16時

市役所１階
相談室１・２

商工観光課商工労働係
☎85－1111（内線134）

家庭児童相談 毎週月〜金曜日（祝日を除く）
９時〜16時

市役所１階子育て支援課
※電話相談可

子育て支援課子育て支援係
（内線3288）

子育て相談 毎週月〜金曜日（祝日を除く）
９時〜16時30分

地域子育て支援センター
ぽかぽか／くぷる／すまいる

※電話相談可

地域子育て支援センター
ぽかぽか　☎21－8596
くぷる　　☎55－1147
すまいる　☎59－7510

児童相談 毎週月〜金曜日（祝日・休館日を除く）
９時〜16時

児童センター／鷲宮児童館
※電話相談可

児童センター　☎21－8181
鷲宮児童館　　☎58－7054

育児相談 毎週月〜金曜日（祝日を除く）
９時〜16時

各市立保育園��さくら☎21－0787／すみれ☎21－0120／ひまわり☎22－8246
※電話相談可��あおば☎22－2566／中央☎23－6030／中央分園☎21－7870

面接相談【要予約】
（学校生活、就学等に関すること）

１月16日㈬・23日㈬
14時30分〜16時20分 中央幼稚園 指導課指導係

☎22－5555（内線348）
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久喜市休日夜間急患診療所
☎＆FAX 21－9090

診療科目　内科・小児科
所在地　本町５－10－47（中央保健センター併設）
受付時間
○�18時30分～21時30分…１月６日・13日・20
日・27日、２月３日　各日曜日
○�13時30分～16時30分、18時30分～21時30分
…１月１日㈷・２日㈬・３日㈭・14日㈷
診療時間　受付開始30分後から終了30分後まで
※問い合わせは診療時間内にお願いします。

●埼玉県救急医療情報センター
　（医療機関案内） ☎048－824－4199（24時間対応）

　歯科・精神科案内と医療相談は除く。
●救急電話相談（２４時間対応） 
　①�大人と小児を対象とする全国共通救急電話相談　♯７１１９
　②�大人を対象とする救急電話相談　　　　　　　　♯７０００
　※①、②：ダイヤル回線・IP電話、PHSは　☎048－824－4199
　③�小児救急電話相談　♯８０００（☎048－833－7911）
●埼玉県精神科救急情報センター
　（緊急的な精神科医療相談・医療機関案内） ☎048－723－8699

　受付時間　月〜金曜日…17時〜翌朝８時30分
　　　　　　土・日曜日、祝日…８時30分〜翌朝８時30分

地域医療フォーラム開催のお知らせ
市、市民、医療機関等の３者が一体となって地域医療を考え、推進するため、「地域医療フォーラム」
を開催します。

日時　１月26日㈯　開場13時30分／14時～16時
場所　久喜総合文化会館小ホール
内容　第１部「在宅医療の現状」
　　　　　　　講師：熊

くまだき

懐真
し ん ご

吾さん（久喜在宅クリニック院長）
　　　�第２部「超高齢社会における地域医療の役割」
　　　　　　　講師：梶

か じ い

井英
え い じ

治さん（茨城県西部メディカルセンター病院長）
　　　※手話通訳者を配置します。

問合せ　健康医療課地域医療係（内線3423）

  バレンタインを楽しもう♪
日時　2月14日㈭　9時30分～12時
場所　鷲宮公民館
内容　初心者でも作れるチョコレート菓子作り
とミニ音楽会（お菓子はラッピングして持ち帰
ります）
講師　久喜市食生活改善推進員協議会（鷲宮支部）
対象　幼児以上の市内在住者（幼児の場合は保
護者同伴）
定員　20人（申込順）　費用　100円
持物　エプロン、三角きん
申込開始　1月10日㈭
申込み・問合せ　直接または電話で、鷲宮保健
センターへ

  親子で楽しく♪３B体操
日程　１月24日㈭・28日㈪・31日㈭、２月４日㈪　全
４回　月曜は10時～11時30分　木曜は13時30分～15時
場所　菖蒲保健センター
内容　音楽に合わせて、子どもとスキンシップしながら
の楽しい体操です。
講師　日本３B体操協会公認指導者
対象　平成29年12月～平成30年3月生まれのお子様と、
その保護者
定員　15組（申込順）　費用　無料
持物　飲み物、バスタオル（動きやすい服装でお越しく
ださい）
申込開始　1月10日㈭　９時
申込み・問合せ　直接または電話で、菖蒲保健センターへ

▲�熊懐真吾さん ▲�梶井英治さん

鷲
宮
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査 １月22日㈫　受付：13時〜 13時45分 平成30年９月生まれ
10か月児健康診査 １月18日㈮　受付：13時〜 13時45分 平成30年３月生まれ
１歳６か月児健康診査 １月11日㈮　受付：13時〜 13時45分 平成29年６月生まれ

３歳児健康診査 １月15日㈫　受付：13時〜 13時45分
２月８日㈮　受付：13時〜 13時45分

平成27年９月生まれ
平成27年10月生まれ

乳幼児健康相談 １月21日㈪　受付：９時30分〜 10時30分
離乳食のすすめ方教室
【要予約】 ２月１日㈮　10時〜 11時30分 ５〜７か月児の保護者

むし歯予防教室【要予約】１月29日㈫　受付：12時50分〜 13時20分 平成28年９月〜 12月生まれ
ママ・パパ教室【要予約】　２月３日㈰・７日㈭　 妊娠15週以降の方
成人健康相談【要予約】 毎週月〜金曜日（祝日を除く）９時〜 16時 市内在住者



広報  くき  2019（平成31年）.１�

　各保健センターで行う事業は、原則としてその地区の住民の方の参加・受診が主になります。ほかの地区で参加
や受診を希望される場合は各保健センターにお問い合わせください。
　乳幼児の発育発達（運動面、言語面）について、医師、理学療法士、作業療法士、臨床心理士、言語聴覚士によ
る個別相談を実施しています。また、不妊治療費助成事業を実施しています。詳細は、各保健センターにお問い合
わせください。

手●健康コーナー 中央保健センター☎21－5354／菖蒲保健センター☎85－7021
栗橋保健センター☎52－5577／鷲宮保健センター☎58－8521

保健センターの保健事業　１月10日㈭～２月９日㈯（１月１日〜９日は広報くき12月１日号に掲載済）
事業名 実施日時等 対象者等

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査 １月17日㈭　受付：12時45分〜13時45分 平成30年９月生まれ

10か月児健康診査 １月22日㈫　受付：12時45分〜13時45分
２月５日㈫　受付：12時45分〜13時45分

平成30年２月生まれ
平成30年３月生まれ

１歳６か月児健康診査 １月16日㈬　受付：12時45分〜13時45分 平成29年６月26日〜８月10日生まれ

３歳児健康診査 １月23日㈬　受付：12時45分〜13時45分
２月６日㈬　受付：12時45分〜13時45分

平成27年９月１日〜10月５日生まれ
平成27年10月６日〜11月５日生まれ

乳幼児健康相談 １月28日㈪　受付：９時30分〜11時

離乳食のすすめ方教室
【要予約】

１月22日㈫　10時〜11時30分
２月５日㈫　10時〜11時30分 ５〜７か月児の保護者

成人健康相談【要予約】 毎週月〜金曜日（祝日を除く）９時〜16時 市内在住者　

食生活相談【要予約】 毎週月〜金曜日（祝日を除く）９時〜16時 市内在住者　

不登校・ひきこもり家族
のつどい

１月21日㈪　　14時〜16時
場所：中央公民館

登校拒否・不登校・ひきこもりで悩んで
いる家族

菖
蒲
保
健
セ
ン
タ
ー

10か月児健康診査 １月21日㈪　受付：12時30分〜12時50分 平成30年２月〜３月生まれ

１歳６か月児健康診査 １月23日㈬　受付：12時30分〜12時50分 平成29年５月〜６月生まれ

乳幼児健康相談 １月29日㈫　受付：９時30分〜11時

むし歯予防教室 １月30日㈬　受付：12時30分〜12時50分 平成28年９月〜12月生まれ

ママ・パパ教室【要予約】１月31日㈭、２月５日㈫　 妊娠15週以降の方

成人健康相談【要予約】 毎週月〜金曜日（祝日を除く）９時〜16時 市内在住者

栗
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査 １月22日㈫　受付：13時〜13時30分 平成30年９月生まれ

１歳６か月児健康診査 ２月５日㈫　受付：13時〜13時30分 平成29年７月生まれ

３歳児健康診査 １月18日㈮　受付：13時〜13時30分 平成27年８月21日〜９月15日生まれ

乳幼児健康相談 １月21日㈪　受付：９時30分〜11時
１月28日㈪　受付：９時30分〜11時

成人健康相談【要予約】 毎週月〜金曜日（祝日を除く）９時〜16時 市内在住者

ママ・パパ教室【要予約】２月２日㈯・６日㈬ 妊娠15週以降の方

ウォーキング体操
１月10日㈭、２月７日㈭
　　　　　　９時30分〜10時30分
　　　　　　10時40分〜11時40分

市内在住者

ダンベル体操 １月17日㈭　９時30分〜10時30分
　　　　　　10時40分〜11時40分 市内在住者

多胎児のつどい（双子・
三つ子の保護者のつどい）

１月16日㈬　10時30分〜11時30分
場所：栗橋地域子育て支援センター（くぷる内）双子・三つ子の保護者

コアラ（障がいのある子
どもの保護者のつどい） １月15日㈫　10時〜11時30分 心や身体に気がかりのある子どもの保護

者
精神保健福祉士によるこ
ころの健康相談【要予約】１月17日㈭　13時30分〜15時30分

意欲の低下やひきこもり傾向にある方等　
※家族などからの相談も可
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 ■久喜市役所（本庁舎）
　〒346-8501 下早見85-3 ☎�0480－22－1111（代表）／■FAX   0480－22－3319
 ■久喜市役所（第二庁舎）
　〒346-0024 北青柳1404-7 ☎�0480－22－1111（代表）／■FAX   0480－22－0300
 ■菖蒲総合支所
　〒346-0192 菖蒲町新堀38 ☎�0480－85－1111（代表）／■FAX   0480－85－1806
 ■栗橋総合支所
　〒349-1192 間鎌251-1 ☎�0480－53－1111（代表）／■FAX   0480－52－6027
 ■鷲宮総合支所
　〒340-0295 鷲宮₆丁目1-1 ☎�0480－58－1111（代表）／■FAX   0480－58－2020
 ■久喜市教育委員会
　〒346-0033 下清久500-1 ☎�0480－22－5555（代表）／■FAX   0480－31－9550

久喜市の人口
12月１日現在

（　）内は前月比

人　口 153,748人　 （＋24）
男　 76,793人　 （－31）
女　 76,955人　 （＋55）

世帯数 65,984世帯 （＋75）

本多静六記念館
リニューアル

　本市出身で、日本の林学、造林学・造園学の基礎を築き、「日本の公園の父」として知られる本
ほ ん だ

多
静
せい ろ く

六博士を記念して開館した本多静六記念館。これまで多くの方にご覧いただいてきましたが、博士の
魅力をよりお伝えするために、このたび展示の一部を改修しました。新たな魅力を発信している本多静
六記念館をぜひご覧ください。
問合せ　教育委員会文化財保護課文化財・歴史資料係（内線381）

新たな魅力
・博士が採集した、日本で一番大きい桑の木の標本を展示
・ 博士の妻で、日本で４番目の公認女医である銓

せ ん こ

子につい
て紹介

・ 博士の養父で、幕末の上野戦争で知られる彰
し ょ う ぎ た い

義隊の幹部
であった晋

すすむ

について紹介
・博士の写真を紹介するコーナーを設置
・博士の最新情報をお伝えする掲示板を設置

利用案内
開館日▷日～金曜日　９時～₁₇時
休館日▷土曜日、祝日、年末年始（₁₂月₂₉日～１月３日）
場　所▷菖蒲町新堀₃₈（菖蒲総合支所５階）

本多静六博士とは？
　慶応２年（₁₈₆₆）、現在の菖蒲町河原井に生まれました。苦学の
末にドイツ留学を果たし、日本で最初の林学博士となりました。
　日本初の洋風公園である日比谷公園の設計を行い、「日本の公
園の父」と呼ばれています。ほかにも、青森県野辺地町に残る鉄
道防雪林や、明治神宮の森など多くの業績を残しています。
　また、「四分の一天引き貯金」の実践や、さまざまな人生訓を
残すなど、多くの著書が今でも読み継がれています。

▲�本多家家族写真（後列左端が銓子、
後列右端が静六）


